


革
命
の
遠
い
こ
だ
ま

沼ぬ
ま

野の 

充み
つ

義よ
し

エッセイ 千字文

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
4
年
東
京
都
生
ま
れ
。
東
京
大
学
教
授
。
ロ

シ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学
を
中
心
に
、
近
現
代
世
界

文
学
を
研
究
す
る
か
た
わ
ら
文
芸
批
評
に
も
携
わ
る
。

著
書
に
『
徹
夜
の
塊 

亡
命
文
学
論
』（
作
品
社
、
サ

ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
）、『
チ
ェ
ー
ホ
フ 

七
分
の
絶
望
と

三
分
の
希
望
』（
講
談
社
）、
訳
書
に
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル・

ナ
ボ
コ
フ
『
賜
物
』（
河
出
書
房
新
社
）、
ス
タ
ニ
ス

ワ
フ
・
レ
ム
『
ソ
ラ
リ
ス
』（
早
川
書
房
）
な
ど
。

 1   	

 1 エッセイ　千字文 

	 	 革命の遠いこだま
	 	 沼野 充義

 	 特集  20世紀革命の足跡
	 2		  ロシア革命100周年	 	 	
	 	 	―中国革命の契機と社会主義近代化の模索	
	 	 	韓 敏

	 4		  浸透した社会主義、温存された習慣	
	 	 	―モンゴル遊牧社会への影響
	 	 	辛嶋 博善

   5		 シベリア先住民にとってのロシア革命	
	 	 	渡邊 日日

	 6		  中央アジアの人びとが経験した社会主義	
	 	 	藤本 透子

	 7		  東欧での社会主義革命とその痕跡	
	 	 	―「国家食」へのノスタルジア
	 	 	マリア・ヨトヴァ

	 8		  太鼓がみる夢―南米チリ	 	 	
	 	 	細谷 広美

 10  ◯◯してみました世界のフィールド 

インド人と食の観念	
菅野 美佐子

	 12	 �みんぱくInformation

 14  想像界の生物相 

祖先と敬われる毒蛇	 	
―台湾パイワン族の意匠	
山田 仁史

 16    新世紀ミュージアム 

滋賀県立琵琶湖博物館 
卯田 宗平

 18 �手芸考 

手仕事だから安い世界	 	
―インド北東部アッサムの野蚕糸から	 	  
上羽 陽子

 20  ながなんぢゃ 

外から来た名前	
浜田 明範

 21 次号予告・編集後記

月刊

12月号目次

「
私
は
二は

た

ち
〇
歳
」
と
い
う
ソ
連
映
画
が
あ
る
。
一
九
六
〇

年
代
の
モ
ス
ク
ワ
を
舞
台
に
、
不
安
と
希
望
の
入
り
混

じ
っ
た
若
者
た
ち
の
日
常
を
、
新
鮮
な
ア
ン
グ
ル
か
ら

抒じ
ょ

情じ
ょ
う

的
に
描
き
出
し
た
傑
作
だ
。
監
督
は
マ
ル
レ
ー
ン
・

フ
ツ
ィ
ー
エ
フ
。フ
ツ
ィ
ー
エ
フ
と
い
う
姓
は
グ
ル
ジ
ア（
現

在
の
表
記
で
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
国
）
の
苗
字
フ
ツ
ィ
シ
ヴ
ィ

リ
の
語
尾
が
ロ
シ
ア
化
し
た
も
の
と
い
う
。
彼
は
ト
ビ
リ

シ
生
ま
れ
の
グ
ル
ジ
ア
人
な
の
だ
。
そ
れ
で
は
マ
ル
レ
ー

ン
の
ほ
う
は
ど
う
か
。
名
女
優
マ
（
ル
）
レ
ー
ネ
・
デ
ィ
ー

ト
リ
ヒ
を
思
い
出
し
て
、
西
欧
風
の
お
洒
落
な
女
性
名
か

と
勘
違
い
す
る
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
や
い

や
、
監
督
は
極
め
て
精せ

い

悍か
ん

な
風
貌
の
男
子
だ
。

　
こ
の
名
前
、
じ
つ
は
マ
ル
ク
ス
（M

arx

）
と
レ
ー
ニ

ン
（L

enin

）
の
前
半
を
組
み
合
わ
せ
た
、
新
造
語
な
ら

ぬ
、「
新
造
名
」
な
の
で
あ
る
。
理
想
社
会
を
実
現
し
よ

う
と
い
う
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
希
求
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
革

命
直
後
の
ソ
連
で
は
、
今
で
は
珍
妙
に
し
か
聞
こ
え
な
い

こ
の
種
の
新
造
名
が
流
行
っ
た
。
一
九
二
五
年
生
ま
れ
の

フ
ツ
ィ
ー
エ
フ
も
そ
の
世
代
。
役
所
名
か
ら
、
団
体
名
ま

で
、
す
べ
て
こ
の
種
の
新
造
語
み
た
い
な
略
称
で
呼
ば
れ

た
時
代
で
あ
り
、
未
来
主
義
者
の
「
ザ
ー
ウ
ミ
」（
超
意

味
言
語
）
の
ご
と
き
新
奇
な
響
き
が
町
に
氾
濫
し
て
い
た

の
だ
。

他
に
ど
ん
な
人
名
が
考
案
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
例
え

ば
、
ヴ
ィ
レ
ン
は
「
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
イ
リ
イ
ッ
チ
・
レ
ー

ニ
ン
」
を
縮
め
た
も
の
。
ヴ
ィ
ロ
リ
ク
と
い
う
の
は
も
っ

と
手
が
込
ん
で
い
て
、「
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
イ
リ
イ
ッ
チ
・

レ
ー
ニ
ン
は
労
働
者
と
農
民
の
解
放
者
」
と
い
う
文
を
構

成
す
る
単
語
の
頭
文
字
を
つ
な
い
だ
。「
電
化
」
を
意
味

す
る
普
通
名
詞
「
エ
レ
ク
ト
リ
フ
ィ
カ
ツ
ィ
ヤ
」
は
、
そ

の
ま
ま
女
性
名
に
な
っ
た
。
な
に
し
ろ
、「
共
産
主
義
と

は
ソ
ビ
エ
ト
政
権
プ
ラ
ス
全
国
の
電
化
で
あ
る
」
と
レ
ー

ニ
ン
が
高
ら
か
に
宣
言
し
た
の
だ
か
ら
、こ
の
「
電で

ん

子こ

ち
ゃ

ん
」
は
時
代
の
華
だ
っ
た
は
ず
だ
。

革
命
は
政
治
体
制
を
根
底
か
ら
引
っ
繰
り
返
す
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
生せ

い

の
全
面
的
な
改
造
を
も
目
指
し
た
。

革
命
政
権
は
経
済
だ
け
で
な
く
、
言
葉
を
も
作
り
変
え

た
。
と
は
い
え
、
革
命
直
後
の
こ
の
種
の
「
キ
ラ
キ
ラ

ネ
ー
ム
」、
と
っ
く
の
昔
に
廃
れ
て
し
ま
い
、
現
代
の
ロ
シ

ア
人
の
名
前
は
革
命
前
と
同
様
、
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
と
か
マ

リ
ヤ
と
い
っ
た
伝
統
的
な
名
前
ば
か
り
に
戻
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
大
部
分
は
教
会
暦
に
登
録
さ
れ
て
い
る
聖
者

の
名
前
で
あ
る
。
革
命
の
夢
は
遠
く
な
っ
た
。
革
命
的
ロ

マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
名
前
を
持
っ
た
人
が
わ
ず
か
に
生
き

残
っ
て
い
て
、
そ
の
遠
い
こ
だ
ま
を
伝
え
る
だ
け
だ
。
フ

ツ
ィ
ー
エ
フ
監
督
も
亡
く
な
っ
た
と
い
う
話
は
聞
か
な
い

の
で
、
ま
だ
グ
ル
ジ
ア
の
ど
こ
か
で
、
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で

矍か
く

鑠し
ゃ
く

と
老
後
を
楽
し
ん
で
い
る
も
の
と
思
い
た
い
。



成
さ
れ
た
ソ
ビ
エ
ト
に
結
集
し
、
レ
ー
ニ
ン
を
議
長
と
す
る

人
民
委
員
会
議
を
設
立
し
、
世
界
初
の
社
会
主
義
政
権
を

樹
立
し
た
。
そ
の
目
標
は
、
当
初
の
自
由
と
平
和
の
実
現

か
ら
、
労
働
者
に
よ
る
生
産
の
統
制
、
地
主
の
土
地
の
没
収
、

階
級
制
の
廃
止
、
軍
隊
の
民
主
化
、
民
族
自
決
権
の
実
現

へ
と
発
展
し
た
。
特
に
内
戦
と
連
合
国
に
よ
る
干
渉
戦
を

経
て
、
工
業
の
国
有
化
、
農
業
と
商
業
に
対
す
る
国
家
統

制
が
実
施
さ
れ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
強
力
な
国
家
が

作
り
出
さ
れ
た
。

ロ
シ
ア
革
命
の
モ
デ
ル
は
、
一
九
一
九
年
に
発
足
し
た
共

産
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
）
と
い
う

政
治
的
し
く
み
を
と
お
し
て
、
二
〇
世
紀
の
国
際
社
会
に

あ
ら
た
な
要
素
を
も
た
ら
し
た
。
帝
国
主
義
的
世
界
秩
序

か
ら
の
独
立
と
民
族
解
放
を
目
指
す
政
党
が
各
地
で
結
成

さ
れ
、
革
命
の
波
紋
が
広
が
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
中
国

に
お
よ
ぼ
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
が
も
っ
と
も
大
き
か
っ
た
。

世
界
初
の
社
会
主
義
革
命
の
達
成

ロ
シ
ア
革
命
は
、一
九
一
七
年
一
〇
月
二
五
日
（
ロ
シ
ア
暦
）、

ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
で
起
き
た
労
働
者
や
兵
士
に
よ
る
武
装

蜂
起
を
発
端
と
し
て
始
ま
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
さ

な
か
、
後
進
国
の
ロ
シ
ア
で
労
働
者
と
兵
士
は
各
地
に
形

中
国
に
お
け
る
社
会
主
義
国
作
り

一
九
二
一
年
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
支
援
の
下
に
中
国
共
産
党

が
誕
生
し
、
一
九
四
九
年
に
中
華
人
民
共
和
国
が
樹
立
し

た
。
初
期
の
中
国
は
、ソ
連
を
モ
デ
ル
に
土
地
改
革
、工
業・

商
業
の
国
有
化
を
実
施
し
た
が
、
徐
々
に
革
命
観
の
違
い

や
国
際
政
治
上
の
意
見
対
立
が
目
立
ち
始
め
た
。
そ
の
後
、

文
化
大
革
命
、
人
民
公
社
の
解
散
、
国
営
企
業
の
民
営
化

な
ど
を
お
こ
な
い
、
独
自
の
社
会
主
義
の
道
を
模
索
し
て

き
た
。

中
国
の
革
命
は
、
男
尊
女
卑
や
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
社
会

構
造
、法
制
度
な
ど
に
も
巨
大
な
変
化
を
与
え
た
。
例
え
ば
、

一
九
五
〇
年
に
新
婚
姻
法
の
公
布
に
よ
り
、
自
由
な
結
婚
・

離
婚
、
家
庭
内
の
男
女
間
の
平
等
な
地
位
と
権
利
が
法
律

で
保
障
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
、
女
性
は
国
の
重
要
な
労
働

力
と
さ
れ
、
男
性
と
同
じ
よ
う
に
社
会
進
出
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
彼
女
た
ち
の
労
働
が
現
金
化
さ
れ
、
家
庭
経
済

へ
の
貢
献
も
可
視
化
さ
れ
た
。「
男
は
外
、
女
は
内
」
と
い

う
伝
統
的
な
性
別
分
業
が
崩
れ
、
女
性
た
ち
は
家
庭
内
と

社
会
に
お
い
て
、｢

天
（
社
会
）｣

の
半
分
を
支
え
る
存
在
と

な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
男
性
の
名
前
に
使
わ
れ
た
石
、
力
、
智
、

剛
、
博
な
ど
の
よ
う
な
社
会
で
活
躍
す
る
の
に
必
要
な
素

質
を
あ
ら
わ
す
漢
字
が
、
現
在
は
女
性
の
名
前
に
も
使
わ

れ
て
い
る
。
じ
つ
は
わ
た
し
の
名
前
「
敏
」
も
そ
う
だ
。

一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
中
国
で
は
、
ロ
シ
ア
革
命
記
念

日
が
近
づ
く
と
、「
列レ
ー
ニ
ン
ザ
イ
シ
ー
ユ
ェ

寧
在
十
月
」
と
い
う
ソ
連
の
映
画
を

見
る
の
が
職
場
や
学
校
で
の
慣
例
だ
っ
た
。
当
時
の
老
若

男
女
は
、
映
画
の
登
場
人
物
に
夢
中
に
な
り
、
台
詞
ま
で

よ
く
覚
え
て
い
た
。
毛
沢
東
が
亡
く
な
り
、
社
会
主
義
市

場
経
済
へ
と
方
向
転
換
が
な
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
映

画
を
見
る
慣
例
も
な
く
な
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
生

ま
れ
の
若
者
は
こ
の
映
画
の
存
在
さ
え
知
ら
な
い
。

現
在
に
見
る
革
命
の
余
波

一
方
、
革
命
の
歴
史
は
完
全
に
風
化
し
た
の
で
は
な
く
、

観
光
や
芸
術
な
ど
の
分
野
で
形
を
変
え
て
、
表
象
さ
れ
、

流
通
し
て
い
る
。
レ
ッ
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
そ
の
例
で
あ
る
。

二
〇
〇
四
年
に
国こ
っ

家か

旅り
ょ

游ゆ
う

局き
ょ
くに
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
革
命

事
業（
紅
色
革
命
）ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
現
在
年
間
延
べ
一
〇
億
人
以
上
を
動
員
す
る
一
大
イ

ベ
ン
ト
に
成
長
し
て
い
る
。
革
命
ゆ
か
り
の
地
は
経
済
発

展
か
ら
乗
り
遅
れ
た
地
域
が
多
く
、
こ
う
し
た
観
光
に
は

歴
史
教
育
と
地
域
の
開
発
に
役
立
つ
と
い
う
一
石
二
鳥
の

狙
い
が
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
も
中
国
人
を
よ
び
込
む
た
め
の
コ
ー
ス

開
拓
を
進
め
て
い
る
。
そ
こ
に
は
ド
イ
ツ
の
町
ト
リ
ア
に
あ

民
博 

超
域
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
研
究
部

韓は
ん 

敏み
ん

ロ
シ
ア
革
命
一
〇
〇
周
年

―
中
国
革
命
の
契
機
と

　
　

社
会
主
義
近
代
化
の
模
索

20世紀
革命の足

跡
特集

100年前に
ロシアで

起こった
革命は

、

マルクス
主義に

基づく社
会主義

社会

の実現
を目指す

政権を
、人類

史上初

めて誕
生させた

。その
影響は

ヨーロッ

パ、アメ
リカ、ア

ジア、ア
フリカに

も広

がり、モ
ンゴル

、中国
、チリ、

中央ア

ジア、東
欧などに

革命政
権の誕

生を

促した。
本特集

では、西
欧的近

代化

に対して
、もうひ

とつの
近代化

の選択

肢として
スタート

した社
会主義

革命が

100年のあ
いだ、ど

のような
足跡を

残

している
のかに

ついて
、世界

各地の

例から見
てみたい

。

る
マ
ル
ク
ス
の
生
家
・
マ
ル
ク
ス
博
物
館
、
ロ
シ
ア
の
赤
の

広
場
、
レ
ー
ニ
ン
廟
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
二
〇
〇
九
年
に

毛
沢
東
の
生
家
が
あ
る
湖
南
省
と
レ
ー
ニ
ン
の
生
家
が
あ

る
ロ
シ
ア
・
ウ
リ
ヤ
ノ
フ
ス
ク
州
は
友
好
都
市
を
締
結
し
、

そ
こ
に
あ
る
毛
沢
東
記
念
館
と
レ
ー
ニ
ン
記
念
館
も
友
好

関
係
を
結
ん
だ
。
二
〇
一
六
年
訪
ロ
中
国
人
客
は
延
べ
一
〇

七
万
三
〇
〇
〇
人
、
訪
ロ
外
国
人
客
の
な
か
で
一
位
、
訪
中

の
ロ
シ
ア
人
観
光
客
は
一
一
八
万
三
〇
〇
〇
人
に
な
り
、
訪

中
外
国
人
客
の
な
か
で
四
位
と
な
っ
た
。

二
〇
世
紀
は
、
西
欧
的
近
代
化
の
時
代
で
あ
り
、
ま
た

資
本
主
義
近
代
化
に
対
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
選
択
肢
と
し

て
の
社
会
主
義
運
動
と
政
権
が
出
現
し
、
試
行
錯
誤
し
た

時
代
で
も
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
革
命
か
ら
影
響
を
受
け
た
中

国
の
革
命
は
人
び
と
の
生
活
の
隅
々
ま
で
影
響
を
与
え
た
。

為
政
者
に
と
っ
て
大
胆
な
社
会
実
験
で
あ
り
、民
衆
に
と
っ

て
壮
大
、
悲
壮
な
社
会
実
践
で
あ
っ
た
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
に
起
こ
っ
た
革
命
が
残
し
た
遺
産
や
人
類
に
対
す
る
影

響
を
評
価
す
る
の
は
、
一
〇
〇
年
を
経
た
現
在
で
も
ま
だ

早
い
だ
ろ
う
。

野外劇場で上演中の毛沢東と革命をめぐる演劇
（湖南省韶山市鉄皮村、2014年）

社会主義新農村のモデルとされる江蘇省江陰市華士鎮華西村の村民住宅（2014年）

1970年代までの人民公社をモチーフにしたレストラン
「蔡記農家院」（瀋陽、2003年）

「世界一豊かな農村」とされる江蘇省江陰市華士鎮華西村の公園にある革
命家の彫刻。左から鄧小平、周恩来、毛沢東、朱徳と劉少奇（2014年）

毛沢東の生家の近くにある毛沢東像
（湖南省韶山市韶山村、2014年）

中国の記念メダル
（左上から時計まわりにマルクス、エンゲルス、レーニン、
スターリン、毛沢東。H0268406～H0268410）
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ス
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

こ
の
過
程
は
、
現
在
の
一
極
集
中
化
（
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
か
ら

西
へ
の
人
口
流
出
）
と
い
う
ロ
シ
ア
全
体
で
観
察
で
き
る
傾

向
で
も
あ
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
人
工
的
に
農
村
を
作
り
、

そ
こ
に
集
約
的
な
生
産
拠
点
を
配
備
し
て
定
住
化
を
図
っ

た
農
村
政
策
が
、
結
果
的
に
は
ソ
連
解
体
後
、
農
村
か
ら
の

人
口
流
出
を
急
速
に
促
す
要
因
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

逆
説
が
あ
る
。

先
住
民
の
多
様
性

　

シ
ベ
リ
ア
先
住
民
へ
の
民
族
革
命
の
影
響
は
一
言
で
は
論

じ
ら
れ
な
い
。
一
九
世
紀
末
か
ら
の
民
族
運
動
の
成
果
お
よ

び
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
「
文
明
度
」
な
ど
に
よ
っ
て
、

大
き
く
い
っ
て
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
や
サ
ハ
（
ヤ
ク
ー
ト
）
人

ら
の
よ
う
に
、（
自
治
）
共
和
国
と
い
う
形
で
独
自
の
高
度

な
自
治
単
位
を
得
た
先
住
民
と
、
ナ
ー
ナ
イ
人
や
ニ
ヴ
フ

人
ら
の
よ
う
に
自
治
単
位
を
も
て
な
か
っ
た
先
住
民
と
に

わ
か
た
れ
た
。
二
〇
世
紀
ソ
ビ
エ
ト
史
は
、
社
会
主
義
革

命
と
同
時
に
、
民
族
を
構
成
単
位
と
し
た
ソ
ビ
エ
ト
型
連

邦
制
の
成
立
に
よ
っ
て
も
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
自

家
畜
に
も
利
用
さ
れ
る

井
戸
が
作
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
井
戸
に
は

回
転
式
の
大
き
な
ハ
ン
ド
ル
の
付
い
た
も
の
や
電
動
モ
ー

タ
ー
の
付
い
た
も
の
が
あ
っ
た
。
食
生
活
に
関
し
て
は
、
乳

製
品
と
肉
を
中
心
と
し
た
暮
ら
し
に
小
麦
粉
や
野
菜
が
加

わ
っ
た
。
個
々
の
家
に
目
を
や
る
と
、
あ
ら
た
な
工
業
製

品
が
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
フ
ェ
ル
ト
の
敷
物
は

絨じ
ゅ
う

毯た
ん

に
な
り
、
竈か
ま
どは
五
徳
か
ら
煙
突
付
き
の
ス
ト
ー
ブ
に

代
わ
っ
た
。
移
動
式
住
居（
ゲ
ル
）自
体
も
工
業
製
品
と
な
っ

て
い
く
。
こ
う
し
た
新
し
い
設
備
や
工
業
製
品
は
土
着
の

技
術
を
衰
退
さ
せ
る
一
因
と
も
な
っ
た
が
、
社
会
主
義
と
い

う
新
し
い
時
代
の
象
徴
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
ら
の

多
く
は
現
在
も
使
わ
れ
て
お
り
、
社
会
主
義
の
残
影
と
よ

ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

遊
牧
の
存
続
と
習
慣
の
温
存

　

た
だ
、
社
会
主
義
は
遊
牧
社
会
を
変
え
た
だ
け
な
の
で

あ
ろ
う
か
？　

こ
う
し
た
あ
ら
た
な
政
策
や
製
品
の
流
入

は
あ
く
ま
で
も
牧
畜
社
会
の
存
続
を
前
提
と
し
た
「
発
展
」

で
あ
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
、
社
会
主
義
時
代
を
通
じ

複
合
革
命
と
し
て
の
ロ
シ
ア
革
命

　

シ
ベ
リ
ア
先
住
諸
民
族
に
と
っ
て
一
九
一
七
年
の

ロ
シ
ア
革
命
、
そ
れ
に
続
く
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国

連
邦
の
誕
生
は
、
比
類
な
き
歴
史
的
転
換
点
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
が
少
な
く
と
も
歴
史
家
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル

フ
ェ
ー
ブ
ル
に
と
っ
て
複
合
革
命
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ロ
シ

ア
革
命
も
ま
た
複
合
革
命
の
性
格
を
有
し
て
い
よ
う
。
こ

の
場
合
の
「
複
合
」
と
は
、
賃
金
の
不
平
等
を
是
正
す
る

都
市
（
労
働
者
）
革
命
、
土
地
所
有
の
不
平
等
を
是
正
す

る
農
村
（
農
民
）
革
命
、
諸
民
族
の
平
等
を
目
指
す
民
族

革
命
、
男
女
平
等
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
革

命
な
ど
を
含
め
て
の
複
合
性
で
あ
る
が
、
ど
の
側
面
に
お

い
て
も
先
住
諸
民
族
の
そ
の
後
の
生
を
強
く
方
向
付
け
た
。

シ
ベ
リ
ア
先
住
民
に
と
っ
て

　

父
系
制
を
主
軸
と
し
た
革
命
前
の
社
会
構
造
お
よ
び
そ

こ
に
出
現
し
て
い
た
家
父
長
的
性
質
は
、
ソ
連
時
代
に
超
克

す
べ
き
過
去
の
遺
制
と
さ
れ
、
実
際
に
先
住
民
は
二
〇
世
紀

に
お
い
て
家
族
構
造
の
転
換
（
女
性
・
妻
・
母
の
社
会
進
出
、

核
家
族
化
な
ど
）
を
経
験
し
た
。
そ
う
し
た
制
度
的
変
更
に

ど
こ
ま
で
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
が
付
随
し
て
い
る
か
は
今
で
も

問
わ
れ
よ
う
。
先
住
民
に
と
っ
て
都
市
革
命
は
、
国
の
産
業

化
の
な
か
で
都
市
へ
の
長
期
的
な
人
口
集
中
と
い
う
プ
ロ
セ

　

モ
ン
ゴ
ル
の
大
草
原
と

そ
こ
に
暮
ら
す
遊
牧
民
と
い
う
光
景
は
、
既
に

社
会
主
義
体
制
の
崩
壊
か
ら
四
半
世
紀
を
過
ぎ
、
日
本
で

も
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
社
会
は
む
ろ
ん
伝
統
社
会

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
社
会
主
義
時
代
の
影

響
と
民
主
化
以
降
の
変
化
の
末
に
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

遊
牧
社
会
へ
の
社
会
主
義
の
浸
透

　
一
九
二
一
年
に
独
立
を
果
た
し
た
モ
ン
ゴ
ル
は
一
九
二
四

年
に
人
民
共
和
国
と
な
り
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
集
団

化
を
完
成
さ
せ
た
。
集
団
化
に
よ
っ
て
協
同
組
合
や
国
営

農
場
が
作
ら
れ
、
遊
牧
社
会
は
社
会
主
義
圏
の
畜
産
、
特

に
食
肉
産
業
の
末
端
と
な
り
、
遊
牧
民
は
協
同
組
合
員
と

し
て
生
計
を
立
て
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
状

況
は
社
会
主
義
体
制
が
崩
壊
す
る
一
九
九
〇
年
ご
ろ
ま
で

続
い
た
。
こ
の
間
遊
牧
社
会
も
変
化
し
て
い
っ
た
が
、
そ

の
変
化
は
社
会
主
義
革
命
そ
の
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
革

命
後
に
推
進
さ
れ
た
政
策
と
関
係
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

行
政
区
画
の
変
更
に
よ
っ
て
遊
牧
民
の
季
節
移
動
の
距
離

が
短
く
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
し
て
、
草
原
に
さ
ま

ざ
ま
な
設
備
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
春
営
地
に
は
固
定
の

風
雪
除
け
付
き
牧
柵
が
多
数
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

治
単
位
な
し
の
諸
民
族
に
お
い
て
、

民
族
文
化
の
維
持
は
は
る
か
に
困
難
で
あ
り
続
け
た
。
さ

ら
に
ソ
連
時
代
、「
言
語
建
設
」、
当
該
民
族
の
そ
れ
ま
で

存
在
し
な
か
っ
た
標
準
文
章
語
の
作
成
と
い
う
言
語
革
命

も
実
行
さ
れ
は
し
た
が
、
先
住
民
の
少
数
言
語
の
使
用
は

ご
く
限
ら
れ
た
場
面
に
と
ど
ま
っ
た
。
ソ
連
解
体
後
、
多

言
語
教
育
が
推
奨
さ
れ
、
言
語
復
興
の
動
き
が
あ
り
な
が

ら
も
、
シ
ベ
リ
ア
先
住
民
の
諸
言
語
の
今
後
は
決
し
て
明

る
く
な
い
。
自
治
単
位
を
も
た
な
か
っ
た
諸
民
族
の
諸
言

語
は
危
機
的
で
あ
り
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
語
や
サ
ハ
語
に
お
い
て

も
楽
観
視
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
革
命
は
、
そ
れ
が
生
み
出
し
た
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

の
終
し
ゅ
う

焉え
ん

と
と
も
に
忘
却
の
対
象
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
他

方
で
、
そ
の
残
影
は
シ
ベ
リ
ア
先
住
民
の
今
を
、
文
字
ど

お
り
影
か
ら
、
そ
れ
も
強
い
影
と
な
っ
て
形
作
っ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
そ
の
影
は
、
今
後
も
当
分
の
あ
い
だ
は
消
え

る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

て
遊
牧
は
完
全
な

消
滅
や
完
全
な
定
住
化
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
遊
牧
と
い
う
生
業
が
現
在
で
も
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
革
命
の
残
影
で
あ
る
と
い
う
の
は
言
い
す
ぎ

で
あ
ろ
う
が
、
結
果
的
に
遊
牧
の
存
続
に
作
用
し
た
こ
と

は
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

そ
し
て
、
遊
牧
民
の
社
会
は
「
理
念
的
な
」
社
会
主
義

世
界
を
体
現
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
当
時
の
遊
牧
社

会
に
生
ま
れ
育
っ
た
男
性
は
「
自
分
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に

は
『
ホ
イ
モ
ル
』
に
は
座
れ
な
か
っ
た
」
と
語
る
。
ホ
イ
モ

ル
と
は
移
動
式
住
居
（
ゲ
ル
）
の
い
ち
ば
ん
奥
で
、
年
長

者
の
居
る
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
社
会
主
義
が
目
の

敵
に
し
た
封
建
的
・
家
父
長
的
な
思
想
す
ら
垣か
い

間ま

見
え
る

が
、
こ
う
し
た
習
慣
は
温
存
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
皮

肉
な
こ
と
に
、
こ
う
し
た
「
家
父
長
主
義
的
な
」
習
慣
は

民
主
化
、
市
場
経
済
へ
の
移
行
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
前
に

風
前
の
灯
と
も
し
びと
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

東
京
大
学
教
授

北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
国
立
民
族
学
博
物
館
拠
点 

拠
点
研
究
員

渡わ
た邊な
べ 

日ひ
日び

辛か
ら嶋し
ま 

博ひ
ろ

善よ
し

シ
ベ
リ
ア
先
住
民
に
と
っ
て
の

ロ
シ
ア
革
命

浸
透
し
た
社
会
主
義
、
温
存
さ
れ
た
習
慣

―
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
社
会
へ
の
影
響

公的な催しで民族文化が歌や踊り、衣装の形で表現される
（ウラン＝ウデにて、2007年）

移動式住居（ゲル）の内部。現在では室内に絨毯が敷かれることが多い。
写真左側がホイモルにあたる（2010年）

小学校でのブリヤート語の授業風景。ロシア系市民も学んでいる
（ブリヤート共和国首都ウラン＝ウデにて、2004年）

社会主義時代に作られた井戸。ハンドルを回転させることで
水が出るしくみになっている。現在では故障したまま修理され
ず、モーターと発動機を使ってくみ上げることもある（2014年）
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関
西
学
院
大
学
非
常
勤
講
師

マ
リ
ア
・
ヨ
ト
ヴ
ァ

東
欧
で
の
社
会
主
義

革
命
と
そ
の
痕
跡

―
「
国
家
食
」
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

な
協
同
組
合
農
場
で
生
産

さ
れ
、
国
家
基
準
に
従
い
国
営
工
場
で
処
理

さ
れ
、
人
為
的
に
安
く
販
売
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
統
制
は

外
食
産
業
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
た
た
め
、
各
飲
食
店
は
国

家
の
定
め
た
献
立
や
価
格
表
、
原
材
料
や
調
理
法
に
適
応

す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
全
面
的
な

統
制
や
安
価
な
食
料
の
分
配
は
、
人
び
と
の
食
生
活
を
政

治
的
領
域
へ
と
つ
な
げ
て
国
家
に
依
存
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

自
由
化
さ
れ
た
食

　

民
主
化
以
降
の
東
欧
諸
国
で
は
、
大
型
ス
ー
パ
ー
や
輸

入
食
品
売
り
場
の
設
立
、
魅
力
的
に
包
装
さ
れ
た
商
品
の

出
現
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
の

進
出
な
ど
、
欧
米
諸
国
と
同
様
の
食
の
生
産
・
流
通
・
消

費
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
消
費
者
は
無
数

の
あ
ら
た
な
商
品
を
目
の
当
た
り
に
し
、
社
会
主
義
時
代

に
は
な
か
っ
た
食
品
が
い
つ
で
も
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
一
九
八
九
年
の
社
会
主
義
の
崩
壊
は
、

旧
ソ
連
圏
で
は
政
治
的
・
経
済
的
・
日
常
的
生
活
な
ど
あ

ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
劇
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
東
欧

諸
国
の
人
び
と
は
、
教
育
と
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
有
料
化
、

国
営
企
業
の
民
営
化
や
工
場
閉
鎖
に
よ
る
高
い
失
業
率
、

就
労
機
会
の
減
少
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
り
、激
動
の
生
々

し
い
変
化
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
で
あ
る

筆
者
も
、
当
時
の
中
高
校
生
時
代
に
、
一
時
的
に
両
親
の

失
業
を
目
の
当
た
り
に
し
、
社
会
主
義
期
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
食
料
不
足
や
食
品
の
価
格
暴
騰
に
大
き
な
不
安

を
覚
え
た
。

国
家
権
力
と
結
び
付
け
ら
れ
た
食

　

社
会
主
義
時
代
当
初
よ
り
、
国
家
は
国
民
に
栄
養
価
の

高
い
食
品
を
供
給
す
る
た
め
、
高
度
な
食
品
産
業
の
構
築

を
最
重
要
課
題
と
し
て
い
た
。
当
時
の
指
導
者
は
、
料
理

を
科
学
的
な
部
門
と
し
て
扱
い
、
化
学
や
生
理
学
に
基
づ

い
て
改
革
を
進
め
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
調
理
法
や
栄
養

基
準
の
確
立
、
給
食
の
整
備
、
国
家
規
格
の
制
定
な
ど
、

従
来
の
食
の
シ
ス
テ
ム
が
根
本
的
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
国
家
政
策
の
も
と
で
、
食
料
の
大
半
は
大
規
模

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、

こ
の
多
様
性
こ
そ
が
多
く
の
消
費
者
に

と
っ
て
悩
み
の
種
で
も
あ
る
。
ど
の
製
品
が
添
加
物
や
遺

伝
子
組
み
換
え
成
分
を
含
ま
な
い
の
か
、
ど
れ
を
安
心
し

て
子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
、
食
品
の
品

質
へ
の
疑
問
の
声
が
絶
え
間
な
く
上
が
っ
て
い
る
。
賞
味

期
限
切
れ
の
冷
凍
牛
肉
輸
入
事
件
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
）
や
発
が

ん
性
物
質
含
有
の
パ
プ
リ
カ
パ
ウ
ダ
ー
流
出
事
故
（
ハ
ン
ガ

リ
ー
）
な
ど
の
不
祥
事
は
、
あ
ら
た
な
食
シ
ス
テ
ム
は
必

ず
し
も
食
品
の
品
質
改
善
へ
と
通
じ
る
の
で
は
な
く
、
健

康
上
の
危
険
性
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る
と
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
食
シ
ス
テ
ム
の
不
完
全

性
や
不
平
等
性
、
ま
た
そ
こ
で
生
ま
れ
る
あ
ら
た
な
権
力

構
造
に
つ
い
て
幅
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
皮
肉

に
も
、
今
や
一
部
の
人
び
と
の
あ
い
だ
で
は
、
社
会
主
義
国

家
の
統
制
は
食
の
安
全
性
や
国
民
の
「
安
ら
か
な
生
活
」

大
規
模
な
飢
餓
を
引
き
起
こ
し
、

多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
さ
ら
に
、
政
府
に
よ
っ
て
反

宗
教
宣
伝
が
繰
り
返
さ
れ
、
多
く
の
ム
ス
リ
ム
が
集
ま
っ

て
礼
拝
す
る
こ
と
や
、
イ
ス
ラ
ー
ム
祭
日
を
大
規
模
に
祝

う
こ
と
な
ど
も
制
限
さ
れ
て
い
た
。

ソ
連
時
代
を
生
き
抜
い
た
証
と
し
て
の
勲
章

　

た
だ
、
こ
う
し
た
負
の
記
憶
の
一
方
で
、
一
九
六
〇
〜
八

〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
社
会
主
義
の
下
で
比
較
的
安
定

し
た
暮
ら
し
が
実
現
し
た
こ
と
を
、
六
十
〜
八
十
歳
代
の

人
び
と
は
懐
か
し
そ
う
に
回
顧
す
る
。
国
営
の
農
場
や
商

店
な
ど
で
働
き
、
そ
の
功
績
や
卓
越
し
た
技
術
が
表
彰
さ

れ
た
こ
と
を
誇
り
に
す
る
人
も
多
い
。

　

例
え
ば
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
村
で
ひ
と
り
の
長
老
の
家

を
訪
ね
た
と
き
、
孫
と
の
記
念
撮
影
の
際
に
着
る
よ
う
に

と
家
族
が
も
っ
て
き
た
の
は
、
数
々
の
勲
章
や
記
章
が
付

け
ら
れ
た
背
広
だ
っ
た
。
労
働
赤
旗
勲
章
に
は
、「
ソ
連
」

と
書
か
れ
た
赤
旗
と
、労
働
者
を
象
徴
す
る
鎌
と
ハ
ン
マ
ー

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
そ
ば
に
は
、
レ
ー
ニ
ン
生
誕
一
〇

〇
年
を
記
念
す
る
記
章
も
付
け
ら
れ
て
い
た
。

革
命
と
粛
清
の
記
憶

　

中
央
ア
ジ
ア
五
カ
国
（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
、

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
）
は
、

一
九
九
一
年
に
ソ
連
か
ら
の
独
立
を
宣
言
し
た
。
そ
の
七
年

後
の
一
九
九
八
年
、
初
め
て
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
訪
れ
た
と
き
、

旧
首
都
ア
ル
マ
ト
ゥ
の
ど
こ
に
も
レ
ー
ニ
ン
像
は
見
当
た
ら

な
か
っ
た
。
聞
け
ば
、
レ
ー
ニ
ン
像
は
独
立
後
ま
も
な
く

撤
去
さ
れ
た
と
い
う
。
二
〇
〇
三
年
に
な
っ
て
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
の
地
方
都
市
の
通
り
で
レ
ー
ニ
ン
像
を
見
か
け
た
が
、

忘
れ
去
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
放
置
さ
れ
た
そ
の
像
は
傷
み

が
激
し
か
っ
た
。
少
数
の
例
外
を
除
い
て
、
中
央
ア
ジ
ア

の
街
か
ら
レ
ー
ニ
ン
像
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
い
る
。

　

社
会
主
義
を
象
徴
し
て
い
た
レ
ー
ニ
ン
像
が
こ
う
し
た

扱
い
を
受
け
る
の
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
人
び
と
が
ソ
連
時

代
に
経
験
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
統
制
や
粛
清
と
い
う

負
の
側
面
を
思
え
ば
、
あ
る
意
味
で
当
然
で
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
一
〇
〇
年
前
の
ロ
シ
ア
革
命
は
、
中
央
ア
ジ
ア

に
も
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
知
識
人
た
ち
は
自
治
を

求
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
ソ
連

成
立
後
、
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
彼
ら
の
多
く
は
民

族
主
義
者
と
し
て
粛
清
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
社
会
主

義
に
基
づ
く
近
代
化
を
目
指
し
て
、
あ
ま
り
に
急
激
か
つ

強
制
的
に
進
め
ら
れ
た
カ
ザ
フ
遊
牧
民
の
定
住
化
政
策
は
、

　

ま
た
、
村
の
ム
ッ
ラ
ー
（
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
人
）

と
し
て
尊
敬
を
集
め
て
い
た
別
の
長
老
（
故
人
）
は
、
二
〇

〇
〇
年
代
に
集
団
礼
拝
を
と
り
お
こ
な
う
と
き
に
、
い
つ
も

ソ
連
時
代
の
勲
章
や
記
章
を
付
け
た
背
広
を
着
用
し
て
い

た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
と
社
会
主
義
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
は
相
容

れ
な
い
が
、
勲
章
・
記
章
は
ソ
連
時
代
を
生
き
抜
い
た
証
と

し
て
、
そ
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
は
現
在
を
生
き
る
指
針
と
し
て
、

い
ず
れ
も
長
老
に
と
っ
て
は
大
切
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　

政
治
体
制
の
急
速
な
転
換
の
か
げ
で
、
ソ
連
成
立
以
前

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
人
び
と
の
暮
ら
し
は
続
い
て
き
た
。

レ
ー
ニ
ン
像
や
勲
章
・
記
章
な
ど
を
、
中
央
・
北
ア
ジ
ア

展
示
の
た
め
に
収
集
す
る
過
程
で
、
社
会
主
義
を
中
央
ア

ジ
ア
の
人
び
と
の
暮
ら
し
の
文
脈
で
と
ら
え
直
す
必
要
性

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
。
ロ
シ
ア
革
命
と
そ
れ
に
続
く
社

会
主
義
時
代
の
評
価
は
、
今
な
お
古
く
て
新
し
い
問
題
で

あ
り
続
け
て
い
る
。

民
博 

人
類
文
明
誌
研
究
部

藤ふ
じ本も
と 

透と
う子こ

中
央
ア
ジ
ア
の
人
び
と
が

経
験
し
た
社
会
主
義

ソ連時代の勲章・記章を付けて孫と記念撮影するカザフ人の男性（2013年）

カザフスタンのカラガンダ市に残るレーニン像（2003年）

「ドルジバ」というチーズの記念碑（モスクワ、トマ・バヤテフ撮影、2010年）

今でも当時のパッケージと商品名で販売されている「ロクム」という菓子
（2016年）

「社会主義の博物館」の目玉展示品である「トラバント」。
東欧社会主義圏で愛用された小型乗用車（2015年）

 7   	 2017年 12月号 6  



大
都
市
ヴ
ァ
ル
ナ
に
「
社
会
主
義
の
博
物
館
」
が
開
館
し

た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
ま
た
社
会
主
義
時
代
に
生
産
さ

れ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
、
菓
子
類
な
ど
の
商

品
名
は
、
今
で
は
資
本
主
義
の
論
理
に
沿
っ
て
ブ
ラ
ン
ド

化
さ
れ
、
消
費
者
の
あ
い
だ
で
は
定
評
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
社
会
主
義
革
命
は
人
び
と
の
日
常
生
活

に
お
い
て
国
家
規

格
の
復
活
や
食
品

へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ

ア
と
し
て
今
も
な

お
足
跡
を
残
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

た
安
価
で
安
全
な
も
の
を
購
入
で
き
る
し
く
み
の
た
め
、

消
費
者
と
し
て
安
心
で
あ
っ
た
。
彼
女
と
そ
の
両
親
に
と
っ

て
、
国
家
規
格
の
復
活
は
、
安
全
な
食
生
活
を
送
る
た
め

に
必
要
な
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
主
義
時
代
の
「
安
ら
か

な
生
活
」
の
リ
ズ
ム
を
と
り
戻
す
も
の
で
も
あ
る
の
だ
。

社
会
主
義
時
代
の
食
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

　

東
欧
諸
国
で
社
会
主
義
に
対
す
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
が
い

か
に
広
ま
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
当
時
存
在
し
て
い
た

「
ド
ル
ジ
バ
」
と
い
う
チ
ー
ズ
が
二
〇
〇
五
年
に
復
活
し
た

際
、
モ
ス
ク
ワ
に
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
記
念
碑
が
建
て
ら
れ

た
こ
と
や
、
二
〇
一
五
年
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
黒
海
沿
岸
の
最

の
保
証
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

国
家
規
格
を
求
め
る
消
費
者

　

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
首
都
ソ
フ
ィ
ア
で
家
族
経
営
の
菓
子
屋

を
営
む
友
人
に
よ
る
と
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
は
ケ
ー
キ
で
さ

え
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
一
緒
に
食
べ
る
と
い
う
。
彼
女
か
ら
、
二

〇
一
〇
年
三
月
に
一
通
の
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
政
府
が
社
会

主
義
期
に
存
在
し
て
い
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
国
家
規
格
を
復

活
さ
せ
よ
う
と
し
て
お
り
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
は
そ
れ
が
ト
ッ

プ
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
社
会

主
義
時
代
は
選
択
肢
が
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
一

方
で
、
基
本
的
な
食
品
に
つ
い
て
は
国
家
規
格
で
作
ら
れ

真
珠
の
ボ
タ
ン

　

日
本
で
も
公
開
さ
れ
た「
真
珠
の
ボ
タ
ン
」（
二
〇
一
五
年
）

は
、
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
き
て
い
る
パ
ト
リ
シ
オ
・
グ
ス

マ
ン
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
あ
る
。
監
督
自

身
も
軍
事
独
裁
政
権
下
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
タ
イ

ト
ル
は
、
真
珠
の
ボ
タ
ン
と
引
き
換
え
に
ビ
ー
グ
ル
号
に

乗
船
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
行
っ
た
ジ
ェ
ミ
ー
・
ボ
タ
ン
（
一
八

一
五
〜
一
八
六
四
年
）
と
い
う
実
在
の
パ
タ
ゴ
ニ
ア
先
住
民
の

物
語
か
ら
き
て
い
る
。
彼
は
イ
ギ
リ
ス
の
生
活
に
適
応
で

き
な
い
ま
ま
パ
タ
ゴ
ニ
ア
に
戻
っ
た
。

　

映
画
で
は
優
れ
た
航
海
技
術
を
も
つ
水
の
民
で
あ
っ
た

先
住
民
の
姿
が
、
彼
ら
の
記
憶
を
辿た
ど

り
つ
つ
詩
的
な
美
し

い
映
像
で
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系

の
人
び
と
が
、
先
住
民
た
ち
の
睾こ
う

丸が
ん

ひ
と
つ
、
乳
房
ひ
と

つ
に
値
段
を
つ
け
先
住
民
狩
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
、
国
民

国
家
の
形
成
過
程
で
先
住
民
の
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が

お
こ
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
静せ
い

謐ひ
つ

な
語
り
口
で
描
か
れ
る
。

チ
リ
が
経
て
き
た
こ
れ
ら
の
歴
史
に
、
ピ
ノ
チ
ェ
ト
軍
事

独
裁
政
権
下
で
の
行
方
不
明
者
の
存
在
が
加
え
ら
れ
る
。

鉄
道
の
レ
ー
ル
を
重
石
と
し
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
海
に
投

げ
捨
て
ら
れ
た
が
、
た
ま
た
ま
レ
ー
ル
が
緩
ん
で
は
ず
れ

た
こ
と
で
あ
ら
わ
れ
出
た
「
行
方
不
明
者
」
の
若
い
女
性

の
白
い
ボ
タ
ン
が
、
真
珠
の
ボ
タ
ン
と
重
ね
合
わ
さ
れ
る
。

も
う
一
人
の
ジ
ェ
ミ
ー
・
ボ
タ
ン

　

チ
リ
の
人
類
学
者
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ゴ
ン
サ
レ
ス
博
士

と
と
も
に
先
住
民
マ
プ
チ
ェ
の
人
び
と
の
地
を
訪
れ
た
際
、

も
う
一
人
の
ジ
ェ
ミ
ー
・
ボ
タ
ン
の
存
在
を
知
っ
た
。
マ
プ

チ
ェ
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
モ
デ
ス
ト
さ
ん
は
、
ア

ジ
ェ
ン
デ
社
会
主
義
政
権
下
で
先
住
民
の
代
表
の
一
人
と

し
て
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
を
訪
問
し
た
。
し
か
し
、
ピ
ノ
チ
ェ
ト

将
軍
に
よ
る
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
り
、
帰
国
で
き
な

く
な
っ
た
。
軍
事
独
裁
政
権
下
、
マ
プ
チ
ェ
は
存
在
し
な

い
民
族
と
さ
れ
、
土
地
の
収
奪
が
進
ん
だ
。
モ
デ
ス
ト
さ

ん
は
東
ド
イ
ツ
に
送
ら
れ
た
。
そ
の
後
モ
デ
ス
ト
と
い
う

偽
名
を
用
い
、
偽
造
パ
ス
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
命
が
け
で
密

か
に
家
族
の
も
と
に
帰
っ
て
き
た
。
な
ぜ
、「
モ
デ
ス
ト
」

と
い
う
偽
名
を
用
い
た
の
か
、
と
い
う
家
族
の
問
い
に
「
俺

は
、
慎
み
深
い
（
モ
デ
ス
トm

odesto

）
か
ら
だ
」
と
ユ
ー

社
会
主
義
政
権
の
誕
生
と
崩
壊

　

南
米
チ
リ
は
、
一
九
七
〇
年
に
世
界
で

は
じ
め
て
自
由
選
挙
に
よ
っ
て
社
会
主
義
政
権
が
誕
生
し

た
国
で
あ
る
。
し
か
し
、
冷
戦
下
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
共
産
主
義
の
拡
大
へ
の
警
戒

を
強
め
て
い
た
。
一
九
七
三
年
、
C
I
A
（
中
央
情
報
局
）

の
支
援
を
受
け
た
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ピ
ノ
チ
ェ
ト
将
軍
が
軍

事
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
、
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ア
ジ
ェ
ン
デ

大
統
領
は
大
統
領
官
邸
で
死
亡
し
た
。

以
後
チ
リ
で
は
一
九
九
〇
年
ま
で
軍
事
独
裁
政
権
が
続
く
。

こ
の
間
、
共
産
主
義
分
子
と
み
な
さ
れ
た
人
び
と
は
逮
捕
、

拷
問
の
後
殺
害
さ
れ
、
多
く
の
行
方
不
明
者
が
出
た
。

モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
答
え
た
。

　

民
政
移
管
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
は
い
え
、
新
自
由
主
義

政
策
の
下
、
マ
プ
チ
ェ
の
地
で
は
多
国
籍
企
業
に
よ
る
土

地
の
収
奪
が
進
ん
で
い
る
。
反
対
す
る
デ
モ
に
参
加
し
た

あ
る
マ
プ
チ
ェ
の
若
者
は
逮
捕
さ
れ
、
ピ
ノ
チ
ェ
ト
時
代
の

法
の
ま
ま
一
五
年
と
い
う
不
釣
り
合
い
に
重
い
刑
を
求
刑
さ

れ
た
。
逮
捕
さ
れ
た
と
き
、
結
婚
し
た
ば
か
り
の
若
い
妻

は
身
重
で
あ
っ
た
。
マ
プ
チ
ェ
民
族
博
物
館
長
の
娘
婿
に

あ
た
る
。

　

首
都
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
に
戻
り
、
数
日
前
に
マ
プ
チ
ェ
の
宗

教
的
職
能
者
マ
チ
（m

achi

）
が
儀
礼
に
お
い
て
叩
い
て
い

た
太
鼓
ク
ル
ト
ゥ
ル
ン
（kultrun

）
が
、
博
物
館
の
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
の
向
こ
う
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
の
に
遭
遇
し
た
。
ふ

と
、
太
鼓
は
そ
こ
で
何
を
伝
え
、
何
を
伝
え
な
い
の
だ
ろ
う
、

と
い
う
思
い
に
と
ら
え
ら
れ
た
。

成
蹊
大
学
教
授

細ほ
そ谷や 

広ひ
ろ美み

太
鼓
が
み
る
夢
―
南
米
チ
リ

社会主義時代から味も箱のデザ
インも変わらない人気のチョコ
レート「アムフォラ」（2016年）上、下：マプチェ民族博物館（2010年）

修復された大統領官邸モネダ宮殿。1973年9月11日アジェンデ大統領はここで命を落とした。
もうひとつの9.11でもある（2008年）

クルトゥルンを叩くマプチェのマチ（2008年）
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子
こ
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インド人と食の観念

日
本
で
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
が
流
行
り
始
め
た
の
は
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
だ
ろ
う
か
？ 

最
初
の
こ
ろ
、
わ
た
し
は
未
知
の
味
を
恐
る
恐
る
口
に
し
て
は
そ
の
味
に
戸
惑
っ
た

り
感
動
し
た
り
し
た
も
の
だ
。
し
か
し
二
〇
〇
三
年
に
イ
ン
ド
で
長
期
滞
在
し
て
い

た
と
き
、
今
度
は
わ
た
し
自
身
が
現
地
の
人

び
と
に
日
本
料
理
を
振
舞
い
、
彼
ら
が
未
知

の
味
を
口
に
す
る
と
い
う
経
験
を
し
た
。

当
時
わ
た
し
は
、
北
イ
ン
ド
農
村
の
あ

る
家
族
の
家
に
居
候
し
て
い
た
。
そ
の
家
の

料
理
担
当
は
お
母
さ
ん
と
一
五
歳
の
長
女
で
、

わ
た
し
は
も
っ
ぱ
ら
そ
の
料
理
を
い
た
だ
く

だ
け
。
ち
ゃ
ん
と
理
由
が
あ
る
。
村
で
は
鎌

状
の
湾
曲
し
た
刃
が
付
い
た
足
踏
み
包
丁
に

野
菜
を
押
し
当
て
な
が
ら
切
っ
た
り
、
土
か

ま
ど
に
牛ぎ
ゅ
う

糞ふ
ん

や
藁わ
ら

を
乾
燥
さ
せ
た
燃
料
を

く
べ
な
が
ら
火
加
減
を
調
整
し
て
煮
炊
き
を

す
る
。
そ
う
し
た
調
理
方
法
も
、
味
の
決
め

手
と
な
る
香
辛
料
の
絶
妙
な
配
合
も
わ
た
し

に
は
わ
か
ら
ず
、
下
手
に
手
を
出
せ
ば
料
理

が
台
無
し
に
な
る
恐
れ
が
あ
っ
た
の
だ
。
し

か
し
あ
る
日
、
日
本
料
理
を
振
舞
う
こ
と

を
思
い
立
っ
た
。
彼
ら
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

も
あ
っ
た
し
、
彼
ら
も
日
本
料
理
に
は
興
味

津
々
だ
っ
た
か
ら
だ
。

食
の
禁
忌
と
い
う
壁

そ
う
思
い
立
っ
た
も
の
の
、
何
を
作
ろ
う
か
、
材
料
は
ど
う
し
よ
う
か
、
最
初
の

壁
に
突
き
当
た
っ
た
。
村
の
人
び
と
は
ほ
ぼ
菜
食
で
あ
る
。
特
に
バ
ラ
モ
ン
な
ど
位

階
の
高
い
カ
ー
ス
ト
ほ
ど
、
卵
も
と
ら
な
い
な
ど
菜
食
主
義
を
厳
格
に
守
っ
て
い
る
。

インド滞在中にお世話になった家族に日本食を振舞うことにした。美味しい和食を作り
たいが、材料ひとつ選ぶにもインドの習慣や観念を考慮する必要があり、メニューを決
めるのも一苦労。和食を作りながら感じたインドの食文化を紹介する。

牛
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
神
格
化
さ
れ
て
い
る
一
方
、
鳥
や
豚
、
魚
な
ど
死
ん
だ
生
き

物
へ
の
接
触
は
不
浄
と
さ
れ
る
。
わ
た
し
が
居
候
し
た
家
は
、
こ
の
地
域
で
は
バ
ラ

モ
ン
に
次
ぐ
上
位
カ
ー
ス
ト
で
、
卵
や
肉
を
稀ま
れ

に
食
べ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
肉
専

用
の
調
理
器
具
や
食
器
を
使
用
す
る
な
ど
、
普
段
使
う
も
の
に
不
浄
が
移
ら
な
い
よ

う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
。

わ
た
し
の
手
元
に
は
家
族
が
送
っ
て
く
れ
た
乾
燥
し
い
た
け
や
醤し
ょ
う

油ゆ

、
だ
し
の

素
な
ど
が
あ
り
、
現
地
の
料
理
が
美
味
し
か
っ
た
の
で
使
う
機
会
も
な
く
残
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
出だ

汁し

に
は
カ

ツ
オ
の
粉
末
が
入
っ
て
い
る
。

乾
燥
し
い
た
け
で
も
出
汁
は

と
れ
る
が
、
地
元
で
は
キ
ノ

コ
類
は
不
浄
と
さ
れ
る
豚
が

食
べ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
て

い
る
。
悩
ん
だ
挙
句
、
野
菜

の
煮
物
を
作
る
こ
と
に
し
た
。

具
に
す
る
の
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

ニ
ン
ジ
ン
、
現
地
語
で
ボ
ラ
と

よ
ば
れ
る
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
の

よ
う
な
野
菜
、
そ
し
て
玉
ね

ぎ
、
大
根
。
味
付
け
は
、
醤

油
と
砂
糖
で
日
本
の
甘
辛
の

味
を
再
現
す
る
こ
と
に
し
た
。

未
知
の
味
、〝W

A
SH

O
K

U

〞

料
理
を
始
め
る
と
、
近
く
に
住
む
親
族
の
女
性
た
ち
も
や
っ
て
来
て
手
を
貸
し

て
く
れ
な
が
ら
、
ど
ん
な
不
可
思
議
な
料
理
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
る
の
か
と
好
奇
心
と

不
安
に
み
ち
た
表
情
を
し
て
い
る
。
ニ
ン
ジ
ン
は
地
元
で
は
ス
イ
ー
ツ
の
材
料
だ
し
、

大
根
は
生
の
ま
ま
サ
ラ
ダ
感
覚
で
食
べ
る
も
の
で
、
煮
込
ん
だ
り
し
な
い
。
鍋
に
油

を
し
き
、
さ
っ
と
炒い
た
め
る
。
村
の

油
は
マ
ス
タ
ー
ド
オ
イ
ル
。
辛
味

が
あ
り
香
り
も
強
い
。
醤
油
を
加

え
て
煮
込
む
。
途
中
で
大
根
を
味

見
し
た
が
、
日
本
の
大
根
の
よ
う

に
は
柔
ら
か
く
な
ら
ず
味
も
染
み

て
い
な
い
。
日
本
の
も
の
と
は
素

材
の
味
も
違
え
ば
、
み
り
ん
や
酒

の
繊
細
な
甘
み
も
出
汁
の
コ
ク
も
出
な
い
。
焦
っ
た
わ
た
し
は
コ
ク
を
出
そ
う
と
余

計
に
砂
糖
を
足
し
た
。
す
る
と
女
性
た
ち
か
ら
「
あ
あ
、
あ
ん
な
に
砂
糖
を
入
れ
る

な
ん
て
。
料
理
が
甘
く
な
る
わ
。
い
っ
た
い
ど
ん
な
料
理
な
の
か
し
ら
」
と
驚
き
と

不
安
の
入
り
混
じ
っ
た
声
が
し
た
。
村
で
は
甘
辛
い
料
理
な
ど
食
べ
な
い
の
だ
。

い
よ
い
よ
試
食
の
と
き
。
大
人
た
ち
は
「
美
味
し
い
…
…
。
わ
た
し
た
ち
は
料
理

に
砂
糖
は
入
れ
な
い
け
ど
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
の
人
は
入
れ
る
の
よ
」
と
気
を
遣
っ

て
く
れ
た
が
、
表
情
は
ど
う
や
ら
引
き
つ
っ
て
い
る
。一
方
、
子
ど
も
た
ち
は
正
直
だ
。

一口
食
べ
て
「
全
然
美
味
し
く
な
い
！
」
と
き
っ
ぱ
り
断
言
さ
れ
た
。

食
事
を
通
じ
て
育
む
絆

そ
の
後
も
こ
の
村
に
一
五
年
近
く
通
い
続
け
て
い
る
が
、
わ
た
し
が
日
本
料
理
を

作
っ
た
の
は
後
に
も
先
に
も
こ
の
一
回
の
み
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
社
会
に
は

同
じ
食
事
を
食
べ
る
共
食
の
実
践
に
よ
り
そ
れ
を
食
べ
た
人
た
ち
の
絆き
ず
なを
確
認
し
強

化
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
か
ま
ど
で
料
理
を
す
る
こ
と
が
世
帯
、

す
な
わ
ち
家
族
の
単
位
と
も
な
る
。
浄
不
浄
観
念
が
強
い
社
会
に
お
い
て
、
よ
そ
者

の
わ
た
し
が
彼
ら
の
調
理
場
で
料
理
を
さ
せ
て
も
ら
え
た
こ
と
や
、
わ
た
し
自
身
が

食
事
を
振
舞
い
、
ま
た
そ
れ
を
食
べ
て
も
ら
え
た
こ
と
で
、
彼
ら
と
よ
り
深
い
関
係

を
つ
く
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
料
理
（
の
味
）
は
拒
否
さ
れ
た
が
、

わ
た
し
自
身
は
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
だ
。
今
で
も
村
に
行
く
と
と
き
ど
き
あ
の
当
時

の
こ
と
が
話
題
に
上
る
。「
日
本
料
理
は
甘
っ
た
る
か
っ
た
」
と
。

インド

「美味しい」と気を遣ってくれた女性たちと筆者（2006年）

村の調理の様子（女性の左側後方には牛糞燃料の入った袋が置かれている。
2006年）

鎌状の足踏み包丁で野菜をカットする（2004年）

土かまどでマスタードオイルを熱している
（2004年）

藁を丸めた調理用の燃料（2004年）
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開
館
40
周
年
記
念
企
画
展

ア
イ
ヌ
工
芸
品
展

「
現
れ
よ
。
森
羅
の
生い
の
ち命 

―

　
　
木
彫
家 

藤
戸
竹
喜
の
世
界
」

熊
を
は
じ
め
と
す
る
北
の
動
物
た
ち
か
ら
ア
イ
ヌ
文

化
伝
承
者
の
等
身
大
の
彫
像
ま
で
、
藤ふ
じ

戸と

竹た
け

喜き

（
1
9
3
4
〜
）の
主
な
作
品
を
と
お
し
て
、
創
作
活
動

の
軌
跡
と
そ
の
背
景
を
た
ど
り
ま
す
。

会
期　

2
0
1
8
年
1
月
11
日（
木
）〜
3
月
13
日（
火
）

会
場　

本
館
企
画
展
示
場

に
は
、
参
加
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

日
時　

12
月
23
日（
土
・
祝
）10
時
〜
17
時

（
16
時
受
付
終
了
）

受
付
場
所　

本
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

会
場　

本
館
展
示
場

※
当
日
随
時
受
付
、
先
着
2
0
0
名
、
参
加
無
料

　
（
要
展
示
観
覧
券
）

※
6
歳
未
満
の
方
は
保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

開
館
40
周
年
記
念
写
真
展

「
世
界
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
み
ん
ぱ
く
へ
」

本
館
の
収
蔵
品
、
展
示
品
の
母
体
を
つ
く
り
あ
げ
た

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
収
集
作
業
の
様
子
を
、
本
館

の
各
展
示
場
に
展
示
す
る
当
時
の
写
真
か
ら
紹
介
し

ま
す
。

会
期　

12
月
26
日（
火
）ま
で

会
場　

本
館
展
示
場

み
ん
ぱ
く
映
画
会

第
39
回
ワ
ー
ル
ド
シ
ネ
マ

「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
」

厳
格
な
イ
ス
ラ
ー
ム
を
遵
守
す
る
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
小
さ
な
村
の
騒
動
を
と
お
し
て
、
宗
教
と

現
代
文
明
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

日
時　

2
月
10
日（
土
）13
時
30
分
〜
16
時
30
分　

　
　
　
（
13
時
開
場
）

会
場　

本
館
講
堂（
定
員
4
5
0
名
）

※
申
込
不
要
、
要
展
示
観
覧
券

※
入
場
整
理
券
を
当
日
11
時
か
ら
本
館
2
階
講
堂

前
に
て
配
布

開
館
40
周
年
記
念
・
カ
ナ
ダ
建
国
1
5
0
周
年
記
念

企
画
展

「
カ
ナ
ダ
先
住
民
の
文
化
の
力

―
過
去
、
現
在
、
未
来
」

カ
ナ
ダ
は
2
0
1
7
年
に
建
国
1
5
0
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
同
国
と
先
住
民
と
の
関
係
の
変
化
に
着
目

し
な
が
ら
、
多
様
な
先
住
民
文
化
の
歴
史
と
現
状
、

未
来
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期　

12
月
5
日（
火
）ま
で

会
場　

本
館
企
画
展
示
場

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時　

企
画
展
開
催
期
間
中
の
月
曜
・
木
曜
14
時
〜

会
場　

本
館
企
画
展
示
場

※
申
込
不
要
、
要
展
示
観
覧
券

※ 
都
合
に
よ
り
時
間
帯
が
変
更
に
な
る
場
合
が　

あ
り
ま
す
。

年
末
年
始
展
示
イ
ベ
ン
ト「
い
ぬ
」

2
0
1
8
年
の
干
支
で
あ
る「
い
ぬ
」を
テ
ー
マ
に
、
み

ん
ぱ
く
所
蔵
の
資
料
や
写
真
を
展
示
し
、
世
界
各
地

の「
い
ぬ
」を
紹
介
し
ま
す
。

会
期　

12
月
14
日（
木
）〜
2
0
1
8
年
1
月
30
日（
火
）

会
場　

本
館
ナ
ビ
ひ
ろ
ば

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

「
み
ん
ぱ
く
で
い
ぬ
を
さ
が
そ
う
！
」

マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
展
示
場
に
い
る「
い
ぬ
」を
探
し

ま
す
。
マ
ッ
プ
に
掲
載
の
ク
イ
ズ
に
解
答
さ
れ
た
方

国立民族学博物館友の会　電話  06-6877-8893（9時～17時、土日祝を除く）　FAX 06-6878-3716
 http://www.senri-f.or.jp/      E-mail minpakutomo@senri-f.or.jp 友の会

連
続
講
座

「
み
ん
ぱ
く
×
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル

―
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
語
る
―
」

こ
の
秋
開
館
40
周
年
を
迎
え
た
み
ん
ぱ
く
の
展
示

を
生
み
出
す
も
と
と
な
っ
た
、
数
多
く
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
資
料
や

研
究
者
の
来
し
方
に
思
い
を
は
せ
、
こ
れ
か
ら
の

み
ん
ぱ
く
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す（
全
6
回
）。

会
場　

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
北
館
1
階

　
　
　

ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル「
カ
フ
ェ
ラ
ボ
」

※ 

要
事
前
申
込
、
参
加
費
5
0
0
円（
1
ド
リ
ン
ク

付
き
）、
定
員
各
回
50
名

主
催　

国
立
民
族
学
博
物
館

　
　
　

一
般
社
団
法
人
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル

「
太
平
洋
を
歩
く

―
カ
ヴ
ァ
飲
み
か
ら
日
本
人
探
検
家
ま
で
」

日
時　

12
月
13
日（
水
）19
時
〜
20
時
30
分

　
　
　
（
18
時
30
分
開
場
）

講
師　

丹
羽
典
生（
本
館 

准
教
授
）

「
鵜
飼
技
術
の
共
通
性
と
相
違
性
」

日
時　

12
月
20
日（
水
）19
時
〜
20
時
30
分

（
18
時
30
分
開
場
）

講
師　

卯
田
宗
平（
本
館 

准
教
授
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル

0
6
・
6
3
7
2
・
6
5
3
0

み
ん
ぱ
く
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

開
館
40
周
年
記
念
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
や
っ
て
み
よ
う
！ 

ミ
ラ
ー
刺
繍 

2
0
1
7
」

ミ
ラ
ー
に
見
た
て
た
厚
紙
を
布
に
縫
い
付
け
、
イ
ン

ド
の
ミ
ラ
ー
刺
繍
の
技
法
を
体
験
！ 

上
級
者
は
、

ス
パ
ン
コ
ー
ル
の
縫
い
付
け
に
も
挑
戦
で
き
ま
す
。

日
時　

12
月
3
日（
日
）10
時
〜
16
時
30
分

　
　
　
（
16
時
受
付
終
了
）

会
場　

本
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

対
象　

6
歳
以
上（
9
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

※
当
日
随
時
受
付
、
申
込
不
要
、
参
加
無
料

刊行物紹介

■西澤治彦、河合洋尚 編
『フィールドワーク
―中国という現場、人類学という実践』
風響社　3,600円（税別）

調査が可能となって30年。
変貌し続ける中国に向き合
い、様々な主題を掲げ、新
たな方法を模索し続けた
フィールドワーカー達。本
書は、老壮青それぞれの立
場で描く実践の記録であり、
新たな人類学への大いなる
挑戦である。

友
の
会
講
演
会（
大
阪
）

会
場　

本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室（
定
員
96
名
）

※ 

当
日
先
着
順
、
会
員
無
料（
会
員
証
提
示
）、
一
般
5
0
0
円

第
4
7
3
回　

2
0
1
8
年
1
月
6
日（
土
）13
時
30
分
〜
14
時
40
分

【
み
ん
ぱ
く
名
誉
教
授
シ
リ
ー
ズ
】

日
本
文
明
の
夜
明
け 

―
梅
棹
忠
夫
と
三
内
丸
山
遺
跡

講
師　

小
山
修
三（
本
館 

名
誉
教
授
）

一
九
九
三
年
に
発
見
さ
れ
た
三
内
丸
山
遺
跡
の
六
本
柱
の
巨
大
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
小
規
模
な
狩
猟
採
集
段
階
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
た
縄
文
時
代
の
社
会
の
在
り
方
の
再
考
を
う
な
が
し
ま
し
た
。

梅
棹
さ
ん
は
こ
の
遺
跡
を
訪
れ
た
あ
と
、「
都
市
的
性
格
が
強
く
、

そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
神
殿
で
あ
っ
た
」と
述
べ
ま
し
た
。
日

本
の
歴
史
を
文
明
と
い
う
一
本
の
線
上
で
捉
え
よ
う
と
す
る
、
こ

の
大
胆
な
仮
説
の
成
立
過
程
と
そ
れ
が
そ
の
後
の
研
究
の
展
開
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
考
え
ま
す
。

※
講
演
会
終
了
後
、講
師
を
囲
ん
で
懇
談
会（
40
分
）を
お
こ
な
い
ま
す
。

第
4
7
4
回　

2
0
1
8
年
2
月
3
日（
土
）

タ
ヒ
チ
と
イ
ー
ス
タ
ー
島 

―
楽
園
と
崩
壊
の
対
比

講
師　

印
東
道
子（
本
館 

教
授
）

東
京
講
演
会

第
1
2
1
回　

2
0
1
8
年
1
月
27
日（
土
）13
時
30
分
〜
14
時
40
分

【
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
拠
点
関
連
】

カ
ザ
フ
の
食
と
儀
礼 

―
ひ
と
の
一
生
を
彩
る
草
原
の
恵
み

講
師　

藤
本
透
子（
本
館 

准
教
授
）

会
場　

モ
ン
ベ
ル
御
徒
町
店
4
F
サ
ロ
ン

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
広
大
な
草
原
地
帯
で
暮
ら
す
カ
ザ
フ
の
人
び
と
。

遊
牧
民
で
あ
っ
た
伝
統
を
受
け
継
ぐ
彼
ら
の
食
事
の
特
徴
は
、
乳

製
品
や
肉
料
理
の
種
類
の
多
さ
で
す
。
牧
畜
の
年
間
サ
イ
ク
ル
と

深
く
関
わ
り
、
夏
に
は
乳
製
品
づ
く
り
、
冬
に
は
肉
製
品
づ
く
り

と
季
節
ご
と
に
食
は
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
ま
た
、
人
生
の
節
目

に
も
、
子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成
長
や
幸
せ
な
結
婚
生
活
な
ど
へ

の
願
い
を
込
め
て
、
草
原
の
恵
み
を
活
か
し
た
料
理
が
ふ
る
ま
わ

れ
ま
す
。
本
講
演
で
は
、
カ
ザ
フ
の
人
び
と
の
多
様
な
食
文
化
と

食
に
込
め
ら
れ
た
想
い
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※
講
演
会
終
了
後
、講
師
を
囲
ん
で
懇
談
会（
40
分
）を
お
こ
な
い
ま
す
。

※
要
事
前
申
込（
定
員
60
名
）、
会
員
無
料（
会
員
証
提
示
）、

　

一
般
5
0
0
円

第
90
回
民
族
学
研
修
の
旅

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ニ
ア
ス
島
と

ス
マ
ト
ラ
島
北
部
の
住
ま
い
を
訪
ね
る

2
0
1
8
年
3
月
10
日（
土
）〜
18
日（
日
）﹇
9
日
間
﹈

みんぱくホームページ　http://www.minpaku.ac.jp/ お問い合わせ（本館 広報係）
電話　06 - 6878 - 8560／ FAX　06 - 6875 - 0401みんぱくフェイスブック　https://www.facebook.com/MINPAKU.official

みんぱくツイッター　https://twitter.com/MINPAKUofficial

み
ん
ぱ
く
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

「
点
字
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

目
で
読
む
文
字
か
ら
手
で
読
む
文
字
へ
、
点
字
で
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
！ 

点
字
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　

12
月
9
日（
土
）12
時
〜
15
時
30
分

会
場　

本
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

●
休
館
日
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
は
12
月
27
日（
水
）か
ら
1
月
4
日（
木
）ま
で
休
館
し

ま
す
。
年
始
は
1
月
5
日（
金
）か
ら
開
館
し
ま
す
。

※ 

各
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
み
ん
ぱ
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の
受
付
時
間
は
、
9
時
〜
17
時（
土
日
祝

を
除
く
）で
す
。

日
時　

12
月
16
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時（
13
時
開
場
）

会
場　

本
館
講
堂　

定
員　

4
5
0
名（
当
日
先
着
順
）

参
加
費　

無
料（
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
は
展
示
観
覧
券
が
必
要
で
す
）

み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

第
4
7
5
回

オ
ラ
ン
・
ア
ス
リ
の
家
族

―
母
系
制
・
妻
方
居
住
・
一
夫
多
妻

講
師　

信
田
敏
宏（
本
館 

教
授
）

マ
レ
ー
シ
ア
の
先
住
民

オ
ラ
ン
・
ア
ス
リ
は
、

家
族
や
親
族
の
濃
密
な

つ
な
が
り
の
中
で
生
き

て
い
ま
す
。
母
系
制
や

妻
方
居
住
、
一
夫
多
妻

な
ど
、
彼
ら
家
族
の
特

徴
を
紹
介
し
な
が
ら
、

家
族
と
は
何
か
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

フィールドワークでお世話になった家族と
信田教授（左端）

み
ん
ぱ
く
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
サ
ロ
ン

研
究
者
と
話
そ
う

本
館
の
研
究
者
が「
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
」「
調
査
し
て
い
る
地

域（
国
）の
最
新
情
報
」「
み
ん
ぱ
く
の
展
示
資
料
」に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
お
話
し
し
ま
す
。

12
月
3
日（
日
）14
時
30
分
〜
15
時
15
分　

本
館
第
7
セ
ミ

ナ
ー
室
、
企
画
展
示
場

カ
ナ
ダ
先
住
民
の
文
化
の
力

―
過
去
、
現
在
、
未
来

話
者　

岸
上
伸
啓（
本
館 

教
授)

12
月
10
日（
日
）14
時
30
分
〜
15
時　

本
館
第
3
セ
ミ
ナ
ー
室

「
仕
立
物
い
た
し
ま
す
」

話
者　

森
明
子（
本
館 

教
授)

12
月
17
日（
日
）14
時
30
分
〜
15
時
15
分　

本
館
第
7
セ
ミ
ナ
ー
室

目
に
見
え
な
い
世
界
を
歩
く
　

―
「
全
盲
」の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

話
者　

広
瀬
浩
二
郎（
本
館 

准
教
授)

12
月
24
日（
日
）14
時
30
分
〜
15
時
15
分　

本
館
第
7
セ
ミ
ナ
ー
室

み
ん
ぱ
く
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
え
が
く（
再
）

話
者　

山
本
泰
則（
本
館 

准
教
授)

※ 

申
込
不
要
、
参
加
無
料（
要
展
示
観
覧
券
）

　

た
だ
し
、
10
日（
日
）、
17（
日
）、
24（
日
）は
展
示
観
覧
券
不
要

北西海岸先住民トリンギットの儀礼用
かぶりもの

張り子人形（犬張子）

「鹿を襲う熊と狼」　藤戸竹喜 作
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資料名―刺
し

繡
しゅう

用の蜜
みつ

蠟
ろう

板

標本番号―H0009431

地域―台湾

サイズ―幅11cm×奥行5.7cm×厚さ2.2cm

と
り
わ
け
貴
族
階
級
の
織
物
や
彫
刻
な
ど
多

様
な
品
々
に
こ
の
百
歩
蛇
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
次
の
よ
う
な
神

話
の
存
在
が
あ
っ
た
。

大
む
か
し
、
太
陽
が
天
か
ら
降く
だ

っ
て
壺つ
ぼ

の

な
か
に
卵
を
生
ん
だ
。
百
歩
蛇
が
来
て
こ
れ

を
温
め
た
と
こ
ろ
、
卵
か
ら
人
間
が
生
ま
れ

た
。
こ
の
人
間
が
、
貴
族
の
長
た
る
頭と
う

目も
く

家

の
祖
先
で
あ
る
、
と
い
う
の
だ
。

実
際
、
両
民
族
の
聖
な
る
壺
に
は
百
歩
蛇

が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
く
（
右
頁

下
）、
こ
の
蛇
と
祖
先
の
姿
と
が
、
も
っ
と
も

頻
出
す
る
文
様
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
ま
た
ル

カ
イ
族
と
パ
イ
ワ
ン
族
に
は
、
ほ
か
の
台
湾

原
住
民
族
と
同
じ
く
首く
び

狩か
り

の
風
習
も
あ
っ
た

た
め
、
人
間
の
頭
部
も
い
ろ
い
ろ
な
器
物
の

意
匠
に
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
人
物
像
が
、
は

た
し
て
祖
先
を
あ
ら
わ
す
の
か
、
そ
れ
と
も
首

狩
対
象
と
し
て
の
敵
人
を
意
図
し
た
も
の
な

の
か
、
区
別
が
つ
か
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

 
 

 
 

 

♦
♦
♦ 

時
を
超
え
る
神
話 

♦
♦
♦

し
か
し
、
今
回
と
り
あ
げ
る
パ
イ
ワ
ン
族
の

「
刺し

繡し
ゅ
う用

の
蜜み
つ

蠟ろ
う

板
」（
右
頁
上
）
中
心
部
に
ほ

♦
♦
♦ 

鳥
に
変
身
す
る
蛇
？ 

♦
♦
♦

百ひ
ゃ
っ

歩ぽ

蛇だ

と
い
う
蛇
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

猛
毒
を
も
ち
、
う
っ
か
り
咬か

ま
れ
よ
う
も
の

な
ら
百
歩
も
進
ま
な
い
う
ち
に
死
ん
で
し
ま

う
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
、
そ
の
名
が
付
い

た
。
生
息
地
域
は
台
湾
か
ら
中
国
南
部
お
よ

び
ベ
ト
ナ
ム
北
部
に
か
け
て
で
あ
り
、
体
長

は
一
メ
ー
ト
ル
前
後
、
三
角
形
の
頭
部
に
は

尖と
が

っ
た
鼻
が
上
を
向
い
て
い
る
。
実
在
す
る

動
物
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
の
蛇
は
台
湾
原

住
民
族
の
想
像
界
で
お
お
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

例
え
ば
多
く
の
民
族
に
お
い
て
、
百
歩
蛇

は
「
長
老
」
な
い
し
は
「
祖
先
」
を
あ
ら
わ

す
敬
称
で
よ
ば
れ
、
と
ら
え
た
り
殺
し
た
り

し
て
は
な
ら
な
い
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

そ
の
身
体
か
ら
芳
香
を
発
す
る
と
か
、
人
間

の
こ
と
ば
を
理
解
す
る
と
か
、
果
て
は
老
い

る
と
鳥
に
変
身
す
る
な
ど
と
、
奇
想
天
外
な

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
か
き
た
て
て
き
た
の
で

あ
る
。

そ
う
し
た
崇
敬
が
も
っ
と
も
強
い
の
が
パ

イ
ワ
ン
族
と
ル
カ
イ
族
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

貴
族
と
平
民
の
階
層
を
も
つ
社
会
で
あ
り
、

ど
こ
さ
れ
た
人
頭
表
象
は
、
祖
先
を
示
す
も
の

と
考
え
て
よ
さ
そ
う
だ
。
き
わ
め
て
武
勇
に
す

ぐ
れ
た
過
去
の
頭
目
を
、
祖
霊
た
る
百
歩
蛇
が

と
り
ま
い
て
い
る
、
と
い
う
図
案
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。

こ
の
蜜
蠟
板
は
木
製
で
、
赤
・
黒
の
漆
が
塗

ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
祈き

禱と
う

用
具
だ
と
誤
解
さ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
正
し
く
は
裁
縫
に
使
わ

れ
た
道
具
で
、
針
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
を
防

ぐ
た
め
、
ち
ょ
っ
と
刺
し
て
お
く
と
い
う
用
途
も

あ
っ
た
。
し
か
し
主
目
的
は
糸
扱こ

き
で
あ
る
。
つ

ま
り
裏
面
に
蜜
蠟
を
付
け
、
そ
こ
に
麻
糸
を
あ

て
つ
つ
前
後
に
ギ
ュ
ッ
ギ
ュ
ッ
と
糸
を
扱
い
て
、

糸
に
蜜
蠟
を
あ
た
え
滑
ら
か
に
す
る
の
だ
。
そ

れ
に
よ
っ
て
糸
は
美
し
く
光
沢
を
増
す
だ
け
で

な
く
、
ほ
つ
れ
に
く
く
も
な
る
の
で
あ
る
。

現
代
の
パ
イ
ワ
ン
族
は
、
こ
う
し
て
伝
統
的

手
法
で
作
ら
れ
た
服
飾
を
ふ
だ
ん
身
に
着
け
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
原
住
民
出
身

の
芸
術
家
た
ち
は
、
前
衛
的
な
作
品
を
一
方
で

生
み
出
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
百
歩
蛇
な
ど

ル
ー
ツ
に
か
か
わ
る
モ
チ
ー
フ
を
し
ば
し
ば
扱
っ

て
い
る
。
神
話
は
時
を
超
え
て
、
彼
ら
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
支
え
続
け
て
い
る
よ
う
だ
。

想像界の生物相

祖先と敬われる毒蛇
―台湾パイワン族の意匠

東北大学大学院准教授 山
やま
田
だ

 仁
ひと
史
し

資料名―壺

標本番号―H0090220

地域―台湾

サイズ―高さ 23cm×幅 26cm×奥行 26cm

　

　

 15   	 2017年 12月号



博
）
は
、「
湖
と
人
間
」
を
テ
ー
マ
に
研
究

す
る
博
物
館
と
し
て
一
九
九
六
年
に
開
館
し

た
。
館
内
で
は
、
琵
琶
湖
と
そ
の
集
水
域
の

生
態
や
歴
史
、
人
び
と
の
暮
ら
し
に
か
か
わ

る
展
示
を
と
お
し
て
、
湖
と
人
間
の
か
か
わ

り
を
そ
の
両
面
か
ら
理
解
で
き
る
。

二
〇
一
六
年
に
開
館
二
〇
周
年
を
迎
え
た

琵
琶
博
は
、「
琵
琶
湖
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
伝
え
る
」
や
「
大
人
で
も
楽
し
め
る
」

と
い
う
理
念
の
も
と
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
七
月
に

は
、
魚
を
中
心
に
淡
水
の
生
き
物
を
展
示
す

る
水
族
展
示
が
オ
ー
プ
ン
し
、
バ
イ
カ
ル
ア

ザ
ラ
シ
の
展
示
や
そ
の
日
の
琵
琶
湖
の
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
が
観
察
で
き
る「
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
」

な
ど
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。
二
〇
一
六
年

の
入
館
者
数
は
四
六
万
人
を
超
え
た
。

こ
の
ほ
か
、
湖
魚
の
食
文
化
に
関
す
る
展

示
や
、
森
の
な
か
で
コ
ロ
ニ
ー
（
集
団
繁
殖

地
）
を
形
成
す
る
カ
ワ
ウ
と
湖
、
森
林
と
の

つ
な
が
り
を
紹
介
す
る
た
め
に
カ
ワ
ウ
の
糞ふ
ん

尿に
ょ
うの
臭
い
を
再
現
し
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
館
員
の
研
究
成
果
を
理
解
で
き
る
。

卯
う

田
だ

 宗
しゅう

平
へ い

民博 人類文明誌研究部

待
ち
の
漁
具
を
い
か
に
魅
せ
る
の
か

魚
を
と
る
た
め
の
道
具
は
、
精
緻
で
あ
る

が
総
じ
て
地
味
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
地
味

と
は
、
目
を
引
く
よ
う
な
色
鮮
や
か
さ
は
な

い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

漁
具
の
な
か
に
は
、
魚
の
習
性
を
利
用
し
、

仕
掛
け
の
な
か
に
魚
を
誘
導
し
て
と
ら
え
る

「
待
ち
の
漁
具
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。

筌う
け

や
簗や
な

に
代
表
さ
れ
る
そ
れ
ら
の
漁
具
は
、

魚
が
生
息
す
る
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
通
過
す

る
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
、
魚
を
な
か
へ
と
誘

い
込
む
。
こ
の
た
め
、
漁
師
た
ち
は
魚
が
仕

掛
け
の
前
で
異
変
に
気
づ
か
な
い
よ
う
に
漁

具
の
材
料
や
形
状
に
工
夫
を
凝
ら
す
。「
待

ち
の
漁
具
」
が
地
味
な
の
は
当
然
で
あ
る
。

漁
具
、
特
に
地
味
な
「
待
ち
の
漁
具
」
を

い
か
に
展
示
場
で
魅
せ
る
の
か
。
わ
た
し
は

こ
ん
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
博
物
館
を
め

ぐ
っ
て
い
る
と
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館

に
お
け
る
簗
漁
の
展
示
に
心
引
か
れ
た
。

湖
と
人
間
と
の
か
か
わ
り

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
（
以
下
、
琵
琶

そ
こ
に
緊
張
感
は
あ
る
の
か

水
槽
の
前
に
立
つ
と
、
水
が
簗
を
流
れ
く

だ
る
音
や
泡
立
っ
て
白
く
見
え
る
波
、
流
れ

に
逆
ら
っ
て
泳
ぐ
魚
の
姿
な
ど
、
展
示
物
全

体
か
ら
動
き
や
音
を
感
じ
る
。
来
館
者
は
魚

が
生
け
簀
に
入
る
瞬
間
ま
で
わ
か
り
、
緊
張

感
を
も
っ
て
展
示
物
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

緊
張
感
。
こ
れ
こ
そ
が
地
味
な
「
待
ち
の

漁
具
」
を
魅
せ
る
た
め
に
必
要
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
か
。
考
え
て
み
れ
ば
、
漁
業
と
い
う

の
は
人
と
魚
と
の
知
恵
比
べ
で
あ
る
。
我
わ

れ
人
間
に
知
恵
が
あ
る
か
ど
う
か
は
当
日
の

簗
漁
の
再
現

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
水
族
展
示
に
は
、

「
下
流
域
の
魚
た
ち
と
簗
漁
」
と
い
う
コ
ー

ナ
ー
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
館
内
で
唯
一
、

流
れ
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
水
槽
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。水
槽
の
大
き
さ
は
、長
さ
六
メ
ー

ト
ル
、
奥
行
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
水
深
四
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
水
が
流
れ
る
速

度
は
毎
秒
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

こ
の
水
槽
の
な
か
に
簗
の
一
部
が
再
現
さ

れ
て
い
る
。
簗
と
は
川
幅
い
っ
ぱ
い
に
杭く
い

や

竹
を
敷
設
す
る
こ
と
で
流
れ
を
堰せ

き
止
め
、

遡
上
す
る
魚
を
河
岸
に
設
け
た
生
け
簀す

ま
で

誘
導
し
、
捕
獲
す
る
漁
法
で
あ
る
。
展
示
場

に
あ
る
簗
は
滋
賀
県
高
島
市
を
流
れ
る
知ち

内な
い

川
の
も
の
で
あ
り
、
地
元
で
は
カ
ッ
ト
リ
ヤ

ナ
と
よ
ば
れ
る
。
カ
ッ
ト
リ
と
は
「
掻
き
獲

る
」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
転
じ
た
も
の
だ
。

水
槽
の
な
か
に
は
ア
ユ
や
ウ
グ
イ
、
ハ
ス
、

ニ
ゴ
イ
な
ど
が
泳
い
で
い
る
。
水
槽
に
流
れ

を
作
る
こ
と
で
、魚
が
水
槽
の
上
流
域
に「
遡

上
」
し
、
簗
に
捕
獲
さ
れ
る
様
子
を
再
現
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
時
期
が
よ
け
れ

ば
簗
を
飛
び
越
え
よ
う
と
す
る
魚
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

ま
た
、
水
槽
の
背
後
に
は
知
内
川
に
お
い

て
扇
状
に
張
ら
れ
た
簗
の
情
景
写
真
が
あ
る
。

こ
の
写
真
に
よ
り
、
展
示
場
の
簗
と
周
辺
の

風
景
と
が
連
続
し
た
か
た
ち
で
見
て
と
れ
る
。

琵
琶
湖
の
ほ
と
り
に
位
置
す
る
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
で
は
、漁
具
の
実
物
や
し

く
み
の
紹
介
だ
け
で
は
な
く
、人
と
魚
の
か
け
引
き
の
瞬
間
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
然
と
人
間
と
の
か
か
わ
り
を
あ
り
の
ま
ま
に
展
示
す
る
博
物
館
の
工
夫
に
迫
る
。

滋賀県立琵琶湖博物館／日本

漁
獲
物
を
見
る
ま
で
わ
か
ら
な
い
。
シ
ビ
ア

な
世
界
で
あ
り
、
緊
張
の
瞬
間
で
も
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
漁
師
た
ち
は
魚
の
習
性
を

研
究
し
、
よ
り
機
能
的
な
漁
具
を
準
備
す
る
。

簗
漁
の
展
示
は
、
そ
の
現
実
を
で
き
る
だ

け
現
実
の
ま
ま
に
、
漁
具
が
実
際
に
機
能
す

る
瞬
間
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
河
川
と

漁
具
、
魚
を
本
来
の
組
み
合
わ
せ
で
再
現
す

る
と
い
う
展
示
の
方
法
は
、
水
族
展
示
の
専

門
家
が
所
属
す
る
琵
琶
博
で
こ
そ
可
能
で
あ

る
。地

味
な
漁
具
を
い
か
に
展
示
し
、
ど
の
よ

う
に
来
館
者
の
注
意
を
喚
起
す
る
の
か
。
琵

琶
博
に
は
ひ
と

つ
の
回
答
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。

動
き
や
音
に
よ

り
増
幅
さ
れ
る

緊
張
感
を
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
体
験

し
て
い
た
だ
き

た
い
。
な
お
、

展
示
期
間
は
魚

が
遡
上
す
る
時

期
に
あ
わ
せ
て

毎
年
四
月
か
ら

八
月
末
ご
ろ
ま

で
で
あ
る
。

展示場の出口にしるされていることば。琵琶博は何のために存在するのかを来館者に考
えさせる仕掛け

流れのある水槽のなかに復元されたカットリヤナ
（掲載写真はすべて、同じ水槽を別の角度から撮影したもの。2017年）

展示場の背景には知内川に張られた簗の情景写真が展示されている流れに逆らいながら泳ぐ魚を横から見ることができる
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エ
リ
蚕
と
は
ど
の
よ
う
な
蚕
か

ア
ッ
サ
ム
に
の
み
生
息
す
る
野
蚕
の
原
型
種
ム

ガ
蚕さ
ん

を
は
じ
め
、
エ
リ
蚕
、
タ
サ
ー
ル
蚕
と
実
用

価
値
が
あ
る
蚕
種
が
生
育
す
る
イ
ン
ド
は
、
野
蚕

の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
飼
料
樹
の
多
さ

と
、
家
内
手
工
業
的
な
小
規
模
の
生
産
形
態
が
、

野
蚕
生
産
か
ら
布
作
り
ま
で
を
支
え
て
い
る
。

冒
頭
で
述
べ
た
手
紡
ぎ
糸
と
工
業
製
糸
は
い
ず

れ
も
エ
リ
蚕
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
エ
リ
蚕
は
、

野
蚕
の
な
か
で
も
一
風
変
わ
っ
て
い
る
。
家
蚕
よ

り
も
強
健
で
成
長
が
早
く
、
人
工
的
に
開
発
さ
れ

た
飼
料
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
現

在
は
、
ア
ッ
サ
ム
を
は
じ
め
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
な

ど
で
も
生
産
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
エ
リ
蚕
に
も
欠
点
が
あ
る
。
通
常
、
ひ

と
つ
の
繭
か
ら
家
蚕
で
あ
れ
ば
約
一
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
、
野
蚕
で
あ
れ
ば
約
五
〇
〇
〜
六
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
長
い
一
本
の
生
糸
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
エ
リ
蚕
は
、「
ボ
カ
繭
」
と
よ
ば
れ
る
繭

層
が
軟
ら
か
い
繭
と
な
る
た
め
、
煮し
ゃ

繭け
ん

し
た
と
き
に
長
い
一
本
の
生
糸
を
得
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
木
綿
や

羊
毛
の
よ
う
な
短
繊
維
と
同
様
に
、
繊

維
を
撚よ

り
合
せ
て
一
本
の
糸
に
紡
ぐ
必
要

が
あ
る
。

ア
ッ
サ
ム
で
は
、
こ
の
手
紡
ぎ
作
業
に

村
落
の
女
性
た
ち
が
内
職
的
に
従
事
し

て
い
る
。紡
が
れ
た
糸
は
、手
織
り
に
よ
っ

き
ず
、
人
間
が
室
内
で
大
量
に
管
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
他
方
、
野
蚕
の
多
く
は
、
室
内
で
飼
う

こ
と
が
で
き
ず
、
屋
外
の
飼
料
樹
が
必
要
と
な
る
。

鳥
な
ど
の
外
敵
か
ら
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
う

え
に
、
一
カ
所
で
ま
と
め
て
育
て
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
大
量
生
産
に
は
不
向
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
野
蚕
は
そ
の
蚕
糸
の
色
味
や
風
合
い

か
ら
一
九
世
紀
後
半
よ
り
研
究
や
品
種
改
良
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。
野
蚕
の
繭
は
、
外
敵
か
ら
サ
ナ

ギ
を
守
る
シ
ェ
ル
タ
ー
の
役
割
を
も
つ
た
め
、
堅け
ん

牢ろ
う
で
、
黄
・
金
・
褐
色
と
い
っ
た
保
護
色
な
ど
の

防
衛
機
能
が
家
蚕
よ
り
も
発
達
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
白
く
て
長
い
均
一
な
家
蚕
糸
と
は
異
な
り
、

独
特
の
光
沢
や
色
味
、
節
や
張
り
と
い
っ
た
特
徴

が
あ
る
。
希
少
性
も
加
わ
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業

界
で
は
特
殊
素
材
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
き
た
。

野
生
の
蚕

イ
ン
ド
北
東
部
ア
ッ
サ
ム
で
の
出
来
事
だ
。「
手

紡
ぎ
糸
よ
り
も
工
業
製
糸
が
高
い
な
ん
て
」。
一

見
す
る
と
ど
ち
ら
も
均
一
な
糸
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
工
業
製
糸
の
方
が
、
よ
り
ま
っ
す
ぐ
で
き
れ

い
な
糸
と
い
う
こ
と
で
手
紡
ぎ
糸
よ
り
も
高
い
価

格
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。
調
査
地
で
は
、
こ
の
よ

う
な
驚
く
出
来
事
に
出
会
う
こ
と
が
多
々
あ
る
が
、

こ
れ
は
わ
た
し
の
手
仕
事
へ
の
思
い
込
み
が
引
き

起
こ
す
も
の
で
あ
る
。

中
国
で
古
来
よ
り
絹
を
生
み
だ
す
た
め
に
改
良

さ
れ
て
き
た
「
お
蚕
さ
ん
（
家か

蚕さ
ん

）」
は
知
ら
れ

て
い
る
が
、
屋
内
飼
養
の
家
蚕
に
対
す
る
呼
称
で

あ
る
野
生
の
蚕
（
野や

蚕さ
ん
）
は
な
じ
み
が
な
い
か
も

し
れ
な
い
。

家
蚕
と
野
蚕
の
大
き
な
違
い
は
、
育
つ
場
所
だ
。

家
蚕
は
長
年
の
馴
じ
ゅ
ん

化か

の
結
果
、
野
外
で
は
生
存
で

て
自
家
用
や
販
売
用
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。

手
仕
事
品
の
価
格
設
定

日
本
で
も
多
く
の
手
仕
事
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
日
本
に
お
け
る
手
仕
事
品
は
、
人
件
費
が

高
い
た
め
、
価
格
が
高
く
奢し
ゃ

侈し

品
と
な
り
や
す
い
。

そ
の
た
め
日
本
で
は
、
手
仕
事
と
い
う
と
価
値
の

あ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

他
方
、
イ
ン
ド
の
手
仕
事
は
、
幅
広
い
種
類
の
原

料
が
国
内
で
入
手
可
能
で
あ
り
、
数
多
く
の
熟
練

工
が
活
躍
す
る
一
方
で
、
熟
練
や
経
験
を
必
要
と

し
な
い
単
純
労
働
人
口
も
豊
富
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
手
仕
事
品
と
い
っ
て
も
安
価
な
も
の
が
現
在

で
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
手
紡

ぎ
糸
よ
り
も
工
業
製
糸
が
高
い
理
由
は
、
エ
リ
蚕

の
製
糸
を
家
内
手
工
業
的
に
安
い
賃
金
で
女
性
が

担
っ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。

細
く
て
強
度
の
あ
る
工
業
製
糸
は
、
手
紡
ぎ
糸

と
比
べ
る
と
、
製
織
時
に
切
れ
に
く
い
。
そ
の
た

手
仕
事
だ
か
ら
安
い
世
界

―
イ
ン
ド
北
東
部
ア
ッ
サ
ム
の
野
蚕
糸
か
ら

上う
え

羽ば 

陽よ
う

子こ

民
博 

人
類
文
明
誌
研
究
部

手芸考

め
近
年
、
ア
ッ
サ
ム
で
は
エ
リ
蚕
の
工
業
製
糸
化

の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
機
械
を
導
入

し
た
方
が
、
そ
の
初
期
投
資
費
用
を
回
収
す
る
た

め
に
高
価
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
日
本
の
手
芸
の
世
界
を
見

て
み
る
と
、
ア
マ
チ
ュ
ア
が
作
り
手
で
あ
り
、
特

別
な
技
巧
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
手

仕
事
品
が
高
価
格
で
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
労
働
賃
金
に
鑑
み
て
、
作

り
手
が
費
や
し
た
時
間
や
手
間
を
価
格
に
落
と
し

込
ん
だ
結
果
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
時
間
や
手
間

隙ひ
ま
を
加
味
せ
ず
、
次
の
手
仕
事
品
を
作
る
た
め
の

材
料
費
が
出
れ
ば
よ
い
と
思
え
る
よ
う
な
価
格
設

定
の
も
の
も
あ
る
。
作
ら
れ
た
時
間
や
手
間
を
勘

案
し
、
そ
れ
を
価
格
に
置
き
換
え
る
と
い
っ
た
市

場
経
済
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
視
点
か
ら
す
る
と
、

や
や
不
可
思
議
な
世
界
に
も
映
る
。
手
仕
事
と
は

何
か
、
を
考
え
る
根
源
的
な
問
い
が
手
芸
に
は
あ

る
の
だ
。

人
が
手
で
紡
い
だ
手
紡
ぎ
糸
と
、
機
械
で
紡
い
だ
工
業
製
糸
。
同
種
類
の
蚕
の
繭
か
ら

紡
が
れ
た
糸
で
は
あ
る
が
、ど
ち
ら
の
価
格
が
高
い
の
だ
ろ
う
。
日
本
で
の
常
識
と
は
異

な
る
基
準
で
設
定
さ
れ
る
イ
ン
ド
の
絹
糸
の
価
格
か
ら
、
手
仕
事
と
は
何
か
を
考
え
る
。

エリ蚕糸による手織り風景。タテ糸は切れにくい工業製糸、ヨコ糸は手紡ぎ糸を用いている（2016年）

ムガ蚕の繭を煮沸して生糸を挽き出す（2016年）

エリ蚕は約3日間かけて繭糸を吐き続けて繭をつ
くる（2014年）

エリ蚕の手紡ぎ糸（上）と工業製糸（下）（2017年）
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外から来た名前

What’s in a name?

異
国
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
う
と
き
に
は
、
そ

こ
で
暮
ら
す
人
び
と
の
こ
と
ば
に
あ
る
程
度
習
熟
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
人
類
学
者
に
課
せ
ら
れ
た
必
修
科

目
で
あ
る
。
ガ
ー
ナ
南
部
の
カ
カ
オ
農
村
地
帯
で
調
査
を
は

じ
め
た
わ
た
し
が
ま
ず
と
り
組
ん
だ
の
も
、
チ
ュ
イ
語
を
覚

え
る
こ
と
だ
っ
た
。ア
サ
ン
テ
や
ア
チ
ム
、ア
ク
ア
ピ
ン
と
い
っ

た
ア
カ
ン
系
の
人
び
と
の
母
語
で
あ
る
チ
ュ
イ
語
は
、
ガ
ー

ナ
南
部
の
共
通
語
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

そ
の
う
ち
に
わ
た
し
は
、
人
び
と
が
チ
ュ
イ
語
の
名
前
に

そ
れ
ほ
ど
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
最
初
に

違
和
感
を
覚
え
た
の
は
、
病
気
の
名
前
を
調
べ
て
い
る
と
き

だ
っ
た
。
マ
ラ
リ
ア
の
チ
ュ
イ
語
を
尋
ね
る
と
多
く
の
人
は

フ
ラ
エ
（huraɛ
）
だ
と
答
え
る
の
だ
が
、
フ
ラ
エ
で
は
な
く

て
エ
ブ
ン
（ebun
）
だ
と
述
べ
る
人
が
あ
ら
わ
れ
た
の
だ
。

し
か
し
、
多
く
の
人
は
エ
ブ
ン
と
い
う
こ
と
ば
を
聞
い
た
こ

と
も
無
い
と
い
う
。
調
査
を
進
め
て
い
く
と
、
エ
ブ
ン
の
方

が
フ
ラ
エ
よ
り
も
重
篤
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
わ
た
し
た
ち
の
基
準
に
照
ら
せ
ば
、
フ
ラ
エ
は
風

邪
の
こ
と
、
エ
ブ
ン
は
マ
ラ
リ
ア
の
こ
と
だ
と
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
調
査
地
の
人
び
と
は
、
フ
ラ
エ
と
エ
ブ
ン
を
明
確

に
区
別
す
る
手
段
を
も
た
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
エ
ブ
ン
と

い
う
こ
と
ば
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

む
し
ろ
、
マ
ラ
リ
ア
と
い
う
外
来
語
の
方
が
一
般
的
に
使
用

さ
れ
て
い
た
。

外
来
語
と
い
え
ば
、
印
象
深
い
も
の
が
あ
る
。
チ
ュ
イ
語

で
は
、
日
常
的
に
使
用
す
る
食
材
の
多
く
は
、
た
と
え
外
部

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
独
自
の
名
前
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
西
ア
フ
リ
カ
原
産
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
が
ア
ベ

（abɛ

）
と
よ
ば
れ
る
だ
け
で
な
く
、大
航
海
時
代
以
降
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
経
由
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
ト
マ
ト
は
エ
ン
ト
ー
ス

（ntoos

）
と
よ
ば
れ
る
。
し
か
し
、
ニ
ン
ニ
ク
だ
け
は
、
英
語

の
ガ
ー
リ
ッ
ク
と
い
う
名
前
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
気
が
つ
い
た
わ
た
し
は
、
物
知
り
だ
と
さ
れ

て
い
る
小
学
校
の
教
師
や
長
老
た
ち
に「
ガ
ー
リ
ッ
ク
の
チ
ュ

イ
語
っ
て
何
？
」
と
尋
ね
て
回
り
、「
ガ
ー
リ
ッ
ク
は
ガ
ー
リ
ッ

ク
だ
よ
」
と
い
う
返
答
を
受
け
と
っ
た
う
え
で
、「
ガ
ー
リ
ッ

ク
は
英
語
じ
ゃ
ん
」
と
か
ら
か
う
と
い
う
悪
ふ
ざ
け
を
は
じ

め
た
。
す
る
と
今
度
は
、「
ガ
ー
リ
ッ
ク
の
チ
ュ
イ
語
は
ア
ニ
ョ

ン
（anion

）
だ
」
と
言
う
人
が
あ
ら
わ
れ
た
。
エ
ブ
ン
と
同

じ
よ
う
に
、
チ
ュ
イ
語
の
名
前
は
忘
れ
ら
れ
て
お
り
、
外
来

語
の
方
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
話
は

そ
れ
ほ
ど
単
純
で
も
な
か
っ
た
。
ア
ニ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
ば

を
教
え
て
く
れ
た
若
い
小
学
校
教
師
は
、
そ
れ
が
お
そ
ら
く

は
英
語
の
オ
ニ
オ
ン
が
訛な
ま

っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
教
え
て

く
れ
た
。
毎
日
の
よ
う
に
食
べ
ら
れ
て
い
る
タ
マ
ネ
ギ
の
名

前
と
し
て
は
ジ
ェ
エ
ニ
（gyeene

）
が
定
着
し
て
い
る
。
ど

こ
か
で
何
ら
か
の
と
り
違
え
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
ニ
ン
ニ
ク
の
チ
ュ
イ
語
で
あ
る
と
さ
れ
る
ア
ニ
ョ

ン
も
、
も
と
も
と
は
外
来
語
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

名
前
は
、
忘
れ
ら
れ
、
思
い
出
さ
れ
、
変
化
し
て
い
く
。

外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
に
新
し
い
名
前
が
付
け
ら
れ
、

古
く
か
ら
あ
る
も
の
の
名
が
外
来
語
に
置
き
換
わ
っ
て
い
く
。

も
の
の
名
前
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
独
特
の
歴
史
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
て
い
く
の
も
お
も
し
ろ
い
か
も
し
れ
な
い
。

浜
はま

田
だ

 明
あき

範
のり

関西大学准教授
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交通案内
●大阪モノレール「万博記念公園駅」･「公園東口駅」下車、徒歩約15分。
●阪急茨木市駅・ＪＲ茨木駅から近鉄バスで「万博記念公園駅（エキスポシティ前）」「日本庭園前」
下車、徒歩約13分。
●乗用車は、公園内の ｢日本庭園前駐車場｣（有料）から徒歩約5分。「日本庭園前ゲート」横にある
民博専用通行口をお通りください。

●タクシーは、万博記念公園 ｢日本庭園前駐車場｣ まで乗り入れできます。

編集後記

　今年はロシア革命100周年ということで、本特集を組ん

だ。じつは小生は、南太平洋の小島で起きた共産党設立運

動をめぐるごたごたを単著で扱っている。かつて運動に参

加していたメンバーのことばで強く印象に残っているもの

に、「ところで共産主義ってなんなんだ。そんなに悪いもの

なのか」というのがある。設立者はともかくとして、まわり

で付き従った村人にとってコミュニズムとは、みなで一生

懸命一緒に働く程度の意味しかなかったようなのだ。かつ

てジャーナリストに「わたしは未来を見た」と言わしめたソ

ビエト連邦が崩壊してから30年弱。しかしそれが残した足

跡は、今でも遠く離れた地にまでおよんでいる。（丹羽典生）

2017年11月号「手芸考」の内容に誤りがありました。
下記の通り訂正いたします。

P19の中段本文、前から10行目
誤）一九六四（昭和三一）年
正）一九五六（昭和三一）年 月刊みんぱく  2017年 12月号

第 41巻第 12号通巻第 483号　2017年 12月 1日発行

編集・発行 人間文化研究機構 国立民族学博物館
 〒 565-8511 大阪府吹田市千里万博公園 10-1
 電話　06-6876-2151

発行人 園田直子
編集委員 丹羽典生（編集長）　寺村裕史　三島禎子
 南真木人　山中由里子　吉岡乾
デザイン 宮谷一款　長岡綾子
制作・協力 一般財団法人 千里文化財団
印刷 能登印刷株式会社

＊本誌についてのお問い合わせは国立民族学博物館広報係に
　お願いします。
＊本誌掲載記事の無断転載を禁じます。

次号の予告
特集

「ねこ」（仮）

●表紙：シルエットはキルギスの首都ビシケクに残るレーニン像（協力：藤本透子）

122017

月号

月
刊

みんぱくフェイスブック
https://www.facebook.com/MINPAKU.official/
みんぱくツイッター
https://twitter.com/MINPAKUofficial

みんぱくホームページ

http://www.minpaku.ac.jp/

②

みんぱくをもっと楽しみたい
人のために―会員制度のご案内
国立民族学博物館友の会
本館展示の無料入館や特別展示の観覧料割引にくわえ、
『月刊みんぱく』や会員機関誌『季刊民族学』などの定期
刊行物や、毎月の友の会講演会、セミナーなどを通して
多様な文化の情報を提供しています。

みんぱくフリーパス
1年間、本館展示へ何度でも無料で入館いただけます（特
別展示は観覧料割引）。他にも、みんぱくを楽しむための
特典がいっぱいです。

国立民族学博物館キャンパスメンバーズ
みんぱくと大学等教育機関との連携を図り、文化人類学、
民族学にふれる学びの場を提供することを目的とした会員
制度です。

詳細については、一般財団法人千里文化財団まで
お問い合わせください。
（電話06－6877－8893／平日9：00～17：00）
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換
わ
っ
て
い
く
。

も
の
の
名
前
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
独
特
の
歴
史
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
て
い
く
の
も
お
も
し
ろ
い
か
も
し
れ
な
い
。

浜
はま

田
だ

 明
あき

範
のり

関西大学准教授
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交通案内
●大阪モノレール「万博記念公園駅」･「公園東口駅」下車、徒歩約15分。
●阪急茨木市駅・ＪＲ茨木駅から近鉄バスで「万博記念公園駅（エキスポシティ前）」「日本庭園前」
下車、徒歩約13分。
●乗用車は、公園内の ｢日本庭園前駐車場｣（有料）から徒歩約5分。「日本庭園前ゲート」横にある
民博専用通行口をお通りください。

●タクシーは、万博記念公園 ｢日本庭園前駐車場｣ まで乗り入れできます。

編集後記

　今年はロシア革命100周年ということで、本特集を組ん

だ。じつは小生は、南太平洋の小島で起きた共産党設立運

動をめぐるごたごたを単著で扱っている。かつて運動に参

加していたメンバーのことばで強く印象に残っているもの

に、「ところで共産主義ってなんなんだ。そんなに悪いもの

なのか」というのがある。設立者はともかくとして、まわり

で付き従った村人にとってコミュニズムとは、みなで一生

懸命一緒に働く程度の意味しかなかったようなのだ。かつ

てジャーナリストに「わたしは未来を見た」と言わしめたソ

ビエト連邦が崩壊してから30年弱。しかしそれが残した足

跡は、今でも遠く離れた地にまでおよんでいる。（丹羽典生）

2017年11月号「手芸考」の内容に誤りがありました。
下記の通り訂正いたします。

P19の中段本文、前から10行目
誤）一九六四（昭和三一）年
正）一九五六（昭和三一）年 月刊みんぱく  2017年 12月号
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みんぱくフェイスブック
https://www.facebook.com/MINPAKU.official/
みんぱくツイッター
https://twitter.com/MINPAKUofficial

みんぱくホームページ

http://www.minpaku.ac.jp/

②

みんぱくをもっと楽しみたい
人のために―会員制度のご案内
国立民族学博物館友の会
本館展示の無料入館や特別展示の観覧料割引にくわえ、
『月刊みんぱく』や会員機関誌『季刊民族学』などの定期
刊行物や、毎月の友の会講演会、セミナーなどを通して
多様な文化の情報を提供しています。

みんぱくフリーパス
1年間、本館展示へ何度でも無料で入館いただけます（特
別展示は観覧料割引）。他にも、みんぱくを楽しむための
特典がいっぱいです。

国立民族学博物館キャンパスメンバーズ
みんぱくと大学等教育機関との連携を図り、文化人類学、
民族学にふれる学びの場を提供することを目的とした会員
制度です。

詳細については、一般財団法人千里文化財団まで
お問い合わせください。
（電話06－6877－8893／平日9：00～17：00）


